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巻頭言
山口大学大学院医学系研究科

消化器・腫瘍外科学 教授

永野 浩昭
Hiroaki Nagano

1

年報を作成するようになって、今年で4号目になる。つまり、山口に来て4年が経過したことになる。時の流れの早

さを実感するとともに自身の年齢といろいろな意味での限界を少しずつ感じはじめている。

さて、2018年の日本は、北海道での震災や大型台風による関西空港の冠水などの自然災害や、日大アメフト部の危

険タックルのような不祥事など、あまり喜ばしくないニュースが続いた。その一方で、2025年大阪での万博開催決

定、平昌五輪で日本は冬季最多13メダル、フィギュア・羽生結弦の連覇、大谷翔平メジャー新人王、サッカーＷ杯

ロシア大会16強、など若い世代の活躍で、日本中が沸き返った1年でもあった。何よりも平成は終わりを告げ、次の

世代へと変わりゆく1年でもあった。そんな象徵のひとつが安室奈美恵の引退だったのかもしれない。そして、その

時代の変わり目にあたって、去り行く世代の古い価値観と未来とのひずみが何となく明らかになってきた、そんな1

年であったのかもしれない。

教室はどうだったであろうか？これまでをふりかえってみると、この4年間にまず世代交代はできたように思う。ま

た、個別診療からグループ診療へと体制転換を果たしてくれたことも間違いない。そして、くりかえし言ってきた

「山口の常識は日本の非常識と俺にいわせるな！」、このことについても実感してくれている教室員が増えてきて

いるように感じる。山口で育った山口の外科医たちが、日本を意識し自らと比較することで、これからの山口の未

来の在り方について考えるようになってくれたということなのだろう。

さて、評価は他者がするものである。その意味では外から見えるものだけが、真実としてそこにある。そのことを

自覚できない組織の進歩はない。さらに、時の流れとともに人は必ず組織から離れ永久にとどまるものはいない。

いつもそう思ってきた。

ある意味、未来とは今なのかもしれない。あらためて今、心の片隅に強く感じている。

そしてそこに、個人の「拘泥」はみじんもない。
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カンファレンス風景
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教室人事

山口大学大学院医学系研究科
消化器・腫瘍外科学 医局長

鈴木 伸明
Nobuaki Suzuki

関連病院人事異動 （平成30年 (2018年) 1月1日から12月31日）

4

現在、医局長を仰せつかっております鈴木伸明です。

平成30年1月から平成30年12月までの大学の人事異動については以下の通りです。

同年4月1日付で、山口大学消化器・腫瘍外科学助教の徳久善弘が、下関医療センター消化器外科部長として出向しま

した。徳久先生には持ち前の明るさと、後輩からの人望の厚さを存分に発揮して、新天地で救急医療、地域医療に貢献

して頂き、外科医としての益々の成長を期待します。また、診療助教の北原正博が関門医療センターに、大学院卒業の

田中宏典が市立八幡浜総合病院に、社会人大学院生として藤本拓也がセントヒル病院にそれぞれ出向しました。3人とも

個性が強く、今後の消化器・腫瘍外科学教室を引っ張っていく大切な人材です。それぞれが置かれた環境で、消化器外

科・乳腺内分泌外科医として頑張ってくれるものと期待します。

帰学者に関してですが、同年4月1日付けで、吉田 晋がセントヒル病院から帰学しました。出向期間が8年と比較的長

く、戸惑うこともあるかと思いますが、大腸班として大いに活躍してくれることを期待します。また、新藤芳太郎が2年

間の米国留学を終えて帰学しました。留学先で学んだことを教室に還元しつつ、肝胆膵班を盛り上げて、活躍してくれ

ることを期待します。山本常則、木村祐太の大学院入学に伴い、兼定 航が山口大学病院集中治療部 助教として宇部

興産中央病院から、千々松日香里が下関医療センターから診療助教として帰学しました。二人とも今まで培った経験を

活かして、高い視点と広い視野をもった消化器外科・乳腺内分泌外科医としてこれからの成長を望みます。また、研究

面では、山本常則と木村祐太の2名が大学院に入学しました。教室の一員としての自覚を持って、根拠に基づく科学的考

察力を持った消化器外科医へと成長していくことを期待しています。新入局員については、2年越しで待望の1名、西田

裕紀が入局しました。明るく積極的な性格を生かして、消化器外科・乳腺内分泌外科医としてこれからの成長を望みま

す。関連病院の先生方におかれましては、外科医不足でご迷惑をおかけしていますが、医局員一同入局者を増やす努力

を続けていますので、今後ともよろしくお願いいたします。

異動日 卒年 氏名 異動元 異動先

1月1日 H11 得能和久 都志見病院 徳山中央病院

4月1日 S52 本間 喜一 美祢市立病院 退職 （同名誉院長）

〃 S60 坂田 晃一朗 下関医療センター 退職 （門司掖済会病院）

〃 H5 吉本 裕紀 下関医療センター 退職 （戸畑協立病院）

〃 H7 林 秀知 下関医療センター 退職 （相生会福岡みらい病院）

H8 竹本紀一 関門医療センター 小倉記念病院

〃 H11 徳久善弘 山口大学消化器・腫瘍外科学助教 下関医療センター

〃 H11 吉田 晋 セントヒル病院 山口大学消化器・腫瘍外科学

〃 H14 前田和成 下関市立済生会豊浦病院 退職 （山口健康福祉センター）

〃 H16 新藤芳太郎
Department of Surgery, Transplantation 
Division, Virginia Commonwealth University

山口大学消化器・腫瘍外科学

〃 H17 北原正博 山口大学消化器・腫瘍外科学 関門医療センター

〃 H20 田中宏典 山口大学消化器・腫瘍外科学 市立八幡浜総合病院

〃 H20 藤本拓也 山口大学消化器・腫瘍外科学 セントヒル病院

〃 H25 兼定 航 宇部興産中央病院 山口大学消化器・腫瘍外科学

〃 H25 千々松日香里 下関医療センター 山口大学消化器・腫瘍外科学

〃 H25 太田啓介 市立八幡浜総合病院 下関医療センター

〃 H26 渡邊孝啓 市立八幡浜総合病院 宇部興産中央病院

〃 H28 西田裕紀 初期研修医 山口大学消化器・腫瘍外科学



臨床報告（各グループ）
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南明寺 イトザクラ（萩市）
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臨床報告（入院）

2018年の入院診療につきましてご紹介いたします。

当科では、上部消化管、下部消化管、肝胆膵、乳腺内分泌の4グループで診療体制をとっています。年間手術件数はほぼ例年通

りで、2018年は634件でした（応援手術含む）。そのうち鏡視下手術は316件で消化器外科手術の63％を占めています。手術症例

以外では化学療法の入院患者は外来化学療法と同様に増加しており、術前化学療法も含めて48７件でした。全体の傾向として合

併のあるハイリスク症例も多く、術前治療症例や生体肝移植をはじめとする高難度症例も増加していますが、医療安全の観点から

M&Mカンファレンスも定期的に行い診療科全体での意識や情報を統一して、医療の質の向上を心掛けています。

入院患者数は年々増加傾向にあり、入院患者数は1297名で、病床稼働率103.7％とフル稼働状態が続いています。病棟師長をは

じめ病棟スタッフとも協力して円滑に病床を稼働できており、平均在院日数は13.7日で病棟稼働額は14.4億円でした。

附属病院の再発整備事業により、新病棟が完成して2019年6月から稼働が始まります。手術部も移転して新しくなり手術室数も増え

ます。ここ数年、当科の年間手術総数は飽和状態でしたが、定期手術枠も増枠となるので、今年度は待期期間をできるだけ短くし

て年間手術数を増やすように努力したいと思います。消化器・腫瘍外科の病棟はしばらく今の病棟のままですが、順次改装して再

整備される予定です。今後も高度で安全な医療を提供できるように努力したいと思いますので、益々のご指導ご鞭撻を賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。

山口大学大学院医学系研究科
消化器・腫瘍外科学 病棟医長

武田 茂
Shigeru Takeda
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臨床報告（外来）

平成11年卒の飯田です。当科の外来診療の近況につきましてご報告いたします。

外来診療の体制ですが、消化器の紹介患者さんの初診は、火曜日は永野浩昭教授、金曜日は武田茂医師が担当、診察してお

ります。初診が終わった後に、各臓器チーフ（上部消化管：武田茂医師、下部消化管：鈴木伸明医師、肝胆膵：徳光幸生医師）

から具体的な治療方針や日程等について説明しております。また乳腺・甲状腺の患者さんに関しては、山本滋医師の退職に伴

い、2019年度から前田訓子医師が担当・診察しております。

外来業務関連データでは最近の外来患者延べ数（月）は1300名前後、院外からの新患紹介（月）も50名弱でここ数年横ばいと

なっておりますが、年度別稼働額は増加傾向となっております。新患のほとんどは学内・学外部からのご紹介であり、最近では県

内遠方からも紹介していただく機会が増えています。特に肝胆膵領域や食道など専門性の高い疾患のご紹介が近年増えてきて

いる印象があり、山口県における高難度手術の集約化が少しずつ進んでいることを肌で感じております。これもひとえに多くの先

生方に患者さんをご紹介いただいている結果であり、この場を借りて御礼申し上げます。当科としても専門性の高い高度な外科

医療を提供するという大学病院の役割を全うできるよう今後も誠心誠意努めていく所存であります。

今後も皆さまからの益々のご指導ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

山口大学大学院医学系研究科
消化器・腫瘍外科学 外来医長

飯田 通久
Michihisa Iida

専門名 月 火 水 木 金

初診 当番医 当番医 当番医

大腸・肛門 鈴木伸明 鈴木伸明

肝臓・胆道・膵臓 永野浩昭 徳光幸生

上部消化管 武田 茂 武田 茂

乳腺・甲状腺 前田訓子 前田訓子

肝移植 永野浩昭 永野浩昭
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入院患者数

スタッフ
武田 茂、飯田通久、
兼清信介、西山光郎、

吉野茂文（腫瘍センター）

手術症例数

食道疾患 44例

食道癌 38例

食道裂孔ヘルニア 1例

食道アカラシア 1例

食道GIST 1例

胃疾患 72例

胃癌 64例

GIST 4例

十二指腸癌・ＮＥＴ 3例

その他 1例

食道疾患名 34例 術式 34例

食道癌 22例 食道癌根治術 22例

腹臥位胸腔鏡食道亜全摘術 20例

縦隔鏡下食道切除術 1例

胸腔鏡下中下部食道切除術・上部胃切除 1例

食道GIST 1例 胸腔鏡下中下部食道切除術・上部胃切除 1例

下咽頭癌 5例 遊離空腸再建 5例

食道アカラシア 1例 腹腔鏡下噴門形成術 1例

その他 5例 その他手術 5例

膿胸 1例 胃管気管瘻 1例

胃管気管瘻 １例 遊離空腸再建(2期再建） 1例

下咽頭癌術後 １例 噴門形成術 １例

食道裂孔ヘルニア １例 胃瘻・腸瘻造設術 3例

横隔膜ヘルニア 2例

上部消化管グループは武田、飯田、兼清、西山のメンバーで食道・胃疾患の診療を行っております。2018年の新規患者

116例、手術は98例でした。大半が食道癌、胃癌の症例です。当科は食道外科専門医が3名在籍する県内唯一の食道外科

専門医施設で、食道癌では90％以上が鏡視下手術を行っており、低侵襲で安全な手術を目指しております。NSTや周術

期リハビリテーションなどチーム医療も積極的に導入して術後合併症の予防に努めています。胃癌については腹腔鏡手

術を進行癌にも適応を広げ、90％以上の症例で腹腔鏡手術を行いました。腹腔鏡下噴門側胃切除や胸腔鏡を併用した切

除・再建などの機能温存を目指した手術も行っています。化学療法は新規レジメンや免疫チェックポイント阻害剤を導

入して、進行・再発症例だけでなく術前化学療法、術後補助療法など、腫瘍センターの吉野を中心に行っており、地域

連携も含めて包括的ながん治療を提供できるように心掛けております。
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胃疾患名 64例 術式 64例

胃癌 60例 腹腔鏡下胃全摘術 13例

（残胃癌含む） 腹腔鏡下幽門側胃切除術 22例

腹腔鏡下バイパス術 8例

胃全摘術 1例

幽門側胃切除術 2例

審査腹腔鏡 7例

腹腔鏡下噴門側胃切除 7例

GIST 3例 腹腔鏡下胃部分切除術 2例

十二指腸癌・NET 1例 LECS（十二指腸部切） 1例

胃穿孔 1例 胃部分切除 1例

トピックス

1月 第18回食道手術ビデオ懇話会（大阪）に参加しました（武田、北原、西山）

2月 第35回山口県食道疾患研究会で発表しました（渡邉、兼清）

3月
JCOG食道班会議にオブザーバー参加しました（武田、兼清）
第90回日本胃癌学会総会に参加しました（飯田、西山）
第13回中四国食道外科平成の会に参加しました（武田、兼清、北原、西山）

4月
第117回日本外科学会定期学術集会に参加しました

（武田、飯田、兼清、北原、西山、山本、吉野）

5月
第72回手術手技研究会に参加しました（飯田、兼清）
第27回日本癌病態治療研究会に参加ました（兼清）
第1回山口消化管内視鏡外科研究会に参加しました

6月
日本内視鏡外科学会技術認定医 消化器・一般外科（食道）を取得しました（武田）
第40回日本癌局所療法研究会に参加しました（飯田、山本）
第72回日本食道学会学術集会に参加しました（武田、兼清、西山）

7月

第25回外科侵襲とサイトカイン研究会に参加しました（兼清）
第73回日本消化器外科学会総会に参加しました

（武田、飯田、兼清、北原、西山、中島、山本、吉野）
第16回日本臨床腫瘍学会学術集会に参加しました（吉野）
第1９回食道手術ビデオ懇話会（大阪）に参加しました（武田、兼清、西山）
第1回Yamaguchi Workshop for Esophageal Cancerに参加しました。

9月

第93回中国四国外科学会総会に参加しました（武田、西山、山本）
第14回中四国食道外科平成の会で発表しました（武田、西山）
第77回日本癌学会学術総会に参加しました（西山、山本）
第16回国際食道疾患会議に参加しました（吉野、兼清、西山
学位審査を終え、学位を取得しました（西山）

10月 第56回日本癌治療学会に参加しました（武田、吉野）

11月

JCOG食道癌グループの参加施設に認定されました
ＪＤＤＷ2018に参加しました（武田、飯田、兼清）
第48回胃外科・術後障害研究会に参加しました（飯田）
第80回日本臨床外科学会総会に参加しました（武田）
第31回日本外科感染症学会総会学術集会に参加しました（武田）

12月
第31回日本内視鏡外科学会総会に参加しました（武田、飯田）
日本消化器外科学会専門医認定試験に合格しました（中島）
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平成30年研究報告（平成30年12月31日現在）

UMIN ID 試験名 対象 実施責任組織 進捗状況

UMIN000016954 食道癌患者を対象とした術後補助療法としてのS-
588410（ペプチドワクチン、塩野義製薬）によ
る第III相多施設共同プラセボ対照二重盲検無作為
化比較試験

食道癌 塩野義製薬 終了

UMIN000025412 食道癌患者へのDCF療法時における成分栄養剤の
口腔粘膜炎抑制作用の検討
－エレンタール非投与群を対照群としたランダム
化第Ⅲ相比較臨床試験（EPOC2 study）

食道癌 JFMC 実施中

UMIN000034178 食道癌術前化学療法時の栄養介入が術前サルコペ
ニアに及ぼす影響に関する後向きならびに探索的
研究

食道癌 山口大学 開始
(1例）

UMIN000015107 切除不能または再発食道癌に対するCF（シスプラ
チン+5-FU）療法とbDCF（biweekly ドセタキセ
ル+CF）療法のランダム化第III 相比較試験
（JCOG1314）

食道癌 JCOG 開始

UMIN000017628 臨床病期I/II/III食道癌（T4を除く）に対する胸
腔鏡下手術と開胸手術のランダム化比較第III相試
験（JCOG1409）

食道癌 JCOG 開始

食道がん患者を対象としたニボルマブとイピリマ
ブの第3相試験
ONO-4536-50/CA209648

食道癌 小野薬品 開始

UMIN000016196 切除不能・進行再発胃癌の2次化学療法としての
低用量Nab-Paclitaxel療法の有用性の検討
～臨床第II相試験～

胃癌 山口大学 実施中

UMIN000031285 切除不能・進行再発胃癌を対象としたweekly 
nab-Paclitaxel＋Ramucirumab併用療法の有用
性を検討する第Ⅱ相臨床試験

胃癌 山口大学 実施中
(14例）

UMIN000023065
Ramucirumab抵抗性進行胃癌に対する
ramucirumab＋Irinotecan併用療法のインター
グループランダム化第III相試験

胃癌 OGSG 実施中
(1例）

進行胃癌患者を対象とした審査腹腔鏡検査時にお
けるSPP-005を用いた光線力学診断の
有効性及び安全性を検討する多施設共同試験
JMA-IIA00225

胃癌 大阪大学 実施中
(6例）

UMIN000030850
切除不能胃癌におけるニボルマブのバイオマー
カー探索を含めた観察研究 JACCRO GC-08

胃癌 JACCRO 申請中

食道癌手術 胃癌手術 グループカンファレンス
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入院患者数(化学療法含む）

スタッフ
鈴木伸明、吉田 晋、友近 忍
硲 彰一（先端がん治療開発学）

手術症例内訳

良性疾患 114

イレウス 16

直腸脱 5

炎症性腸疾患（クローン病9例） 9

急性虫垂炎、憩室炎等 12

肛門疾患 5

ストーマ造設・閉鎖 20

汎発性腹膜炎等 11

その他 36

2018年、下部消化管グループは鈴木、吉田、友近のメンバーを中心に、硲をスーパーバイザーとして診療を行いました。

手術患者数は186例で、そのうち緊急手術等の症例は43例でした。年々増加傾向ですが、なかでも結腸・直腸癌症例に対

する手術は89例で、経肛門等除いた経腹手術は83例、そのうち腹腔鏡手術は78例と94%の症例に施行しました。良性疾

患に関しても積極的に鏡視下手術を導入しています。臨床研究にも積極的に参加し、IRB承認のもと症例登録を行いました。

大腸班チームカンファレンスを週1回、消化器内科との合同カンファレンス（Cancer Board）を週1回行っています。消化

器・腫瘍外科学としての全体カンファも週2回行っており、ここで肝胆膵班と相談し、抗がん剤治療先行による切除不能肝

転移症例に対するconversion therapy （肝転移切除等）も積極的に取り組んでいます。2018年の大腸癌肝転移切除症例

数は22例でした（詳細は肝胆膵班参照）。

11

疾患別 手術症例：186例

大腸癌 89例

クローン病・潰瘍性大腸炎 7例・0例

イレウス
15例

（緊急13例準緊急1例）

虫垂炎 7例

小腸疾患 6例

肛門疾患（痔核、痔瘻等） 4例

直腸脱 5例

人工肛門形成状態
(人工肛門閉鎖術）

15例

人工肛門造設術 5例

腹膜炎・腹腔内膿瘍 11例

その他 23例

部位別 計89例

盲腸 7

上行結腸 19

横行結腸 8

下行結腸 2

S状結腸 20

直腸 28

大腸重複癌 1

その他(再発等） 4

のべ入院患者数 398人

結腸/直腸癌（のべ人数） 284

回盲部癌 32

上行結腸癌 31

横行結腸癌 40

下行結腸癌 6

S状結腸癌 67

直腸癌 106

その他 2



平成30年臨床試験一覧

トピックス

1月 東京で開催された第88回大腸癌研究会に参加しました。（鈴木、友近、田中）

4月 東京で行われた第118回日本外科学会定期学術集会に参加しました。（硲、鈴木、友近、田中）

5月 シカゴで開催された2018ASCO Annual Meetingに参加しました。（硲）

7月 新潟で開催された第89回大腸癌研究会に参加しました。（鈴木、吉田）

鹿児島で行われた第73回日本消化器外科学会総会に参加しました。（硲、鈴木、友近、田中）

11月 神戸で行われた第16回日本消化器外科学会大会に参加しました。(硲、鈴木、吉田、友近）

11月 福岡で開催された第72回日本大腸肛門病学会に参加しました。（硲、友近）

12月 京都で開催された日本内視鏡外科学会に参加しました。（鈴木、吉田、友近）
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大腸癌：術式別 計 89例

回盲部切除術 17例

右半結腸切除術 9例（開腹1例）

横行結腸切除術 8例（開腹1例）

下行結腸切除術 2例

Ｓ状結腸切除術
20例（開腹1例）、
(DST: 12, EEA: 8)

高位前方切除術 8例

低位前方切除術 11例

大腸癌：術式別 （つづき）

Hartmann手術 2例（開腹1例）

直腸切断術 3例

ISR 2例

骨盤内臓器全摘術 開腹1例

経肛門的腫瘍摘除術 3例

その他 3例

管理番号 研究責任者 主担当者 試験名

H26-053 永野 浩昭 鈴木 伸明
【ULTIMATE TRIAL】肛門近傍の下部直腸癌に対する腹腔鏡下手術の
前向き第Ⅱ相試験（ULTIMATE TRIAL）

H27-054 永野 浩昭 友近 忍
【TCR】大腸がん腫瘍浸潤リンパ球のT細胞受容体（TCR）網羅的解析
による化学療法剤の効果予測と抗腫瘍特異的免疫誘導効果に関する研
究

H27-070 永野 浩昭 鈴木 伸明

【PARADIGM study】RAS遺伝子（KRAS/NRAS遺伝子）野生型で化
学療法未治療の切除不能進行再発大腸癌患者に対するmFOLFOX6+ベ
バシズマブ併用療法とmFOLFOX6+パニツムマブ併用療法の有効性及
び安全性を比較する第Ⅲ相無作為化比較試験（PARADIGM study）

H27-162 永野 浩昭 鈴木 伸明
【Be TRI】【TRICC1414】化学療法未治療の切除不能な進行・再発
大腸癌に対するFOLFOXIRI+ベバシズマブ療法の第Ⅱ相臨床試験（Be 
TRI）

H27-198 永野 浩昭 鈴木 伸明
【JACCRO CC-13,DEEPER試験】RAS野生型進行大腸癌患者における
FOLFOXIRI＋セツキシマブとFOLFOXIRI＋ベバシズマブの最大腫瘍縮
小率(DpR)を検討する無作為化第Ⅱ相臨床試験 (JACCRO CC-13試験)

H28-004 永野 浩昭 鈴木 伸明

【JACCRO CC-13試験 AR】RAS野生型進行大腸癌患者における
FOLFOXIRI＋セツキシマブとFOLFOXIRI＋ベバシズマブの最大腫瘍縮
小率(DpR)を検討する無作為化第Ⅱ相臨床試験におけるバイオマー
カー研究 (JACCRO CC-13AR)



2018ASCOで、がんプレシジョン医療研究センター
中村祐輔所長と、懇親の場を持ちました。（硲）
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管理番号 研究責任者 主担当者 試験名（つづき）

H28-186 永野 浩昭 友近 忍 山口大学医学部附属病院における大腸癌の実態把握のための調査研究

H29-110 永野 浩昭 鈴木 伸明
【JFMC50-1701-C6】ロンサーフ(TFTD)使用症例の後ろ向き観察(コ
ホート)研究(JFMC50-1701-C6)

H30-139 永野 浩昭 鈴木 伸明
【ロンサーフ+アバスチン】治癒切除不能な進行・再発の結腸直腸癌患
者を対象としたTFTD+Bmab療法の治療継続性を検討する第II相臨床
試験

H30-162 永野 浩昭 鈴木 伸明
【LOVERY試験】肥満大腸癌患者に対する腹腔鏡下手術の腫瘍学的安全
性を評価する後ろ向き試験

2018CRB00
1

永野 浩昭 鈴木 伸明
RAS遺伝子野生型切除不能進行・再発大腸癌における二次治療FOLFIRI
＋ラムシルマブ併用療法の第二相試験(JACCROCC-16)

大腸班カンファレンス風景 ご講演の後、札幌医大竹政教授、北九州総合病院
永田院長を囲む会（永野教授、鈴木、吉田、友近）

第3回山口腹腔鏡下大腸切除ビデオカンファレンスin広島
に参加し、広島大学恵木先生、癌研有明病院小西先生から

ビデオクリニックを受けました。（鈴木、吉田）



入院患者数（化学療法を含む）

スタッフ
徳光幸生、新藤芳太郎、

松井洋人、松隈 聰、中島正夫

胆道疾患 138

胆嚢癌 31

胆管癌 55

十二指腸乳頭部癌 2

良性・その他 50

膵・脾疾患 216 

膵癌 205 

PNET 3

慢性膵炎 1

IPMN 6

MCN 1

手術症例数

私たちは、肝臓・胆道・膵臓領域の悪性疾患を中心にチームで外科診療を行っています。当科は日本肝胆膵外科学会が定める“高

度技能修練施設”の中の、とくに高難度手術を年間50例以上こなす“認定施設A”として山口県唯一の認定施設です。胆道癌、膵臓癌

などの難治癌に対しては、化学療法や放射線治療などの集学的治療と血管合併切除再建などを伴う切除限界を追求した拡大手術を

駆使し、治療成績の向上を目指しています。一方で肝細胞癌や転移性肝癌などの胆道再建を伴わない肝切除に対しては腹腔鏡手術

を第一選択としており、本年は年間50例を超えました。さらに、癌診療のみならず生体肝移植に関しても2016年の再開以降積極

的に行っており、2018年は2例施行しております。2018年からは永野教授指導体制の下、若手中心のメンバーでチーム医療を

行っておりますが、チームの手術件数は過去最高となりました。引き続き最新かつ最適な治療を提供できるよう邁進して参ります。

() 腹腔鏡手術症例、＊重複あり

肝疾患 147

肝細胞癌 64

転移性肝腫瘍 24

肝内胆管癌 52

肝硬変（肝移植） 5

ドナー(肝移植） 2

14

肝切除 生体肝移植
肝
焼
灼

胆管切除
再建

膵頭十二
指腸切除

膵体尾
部切除

その他 計葉切
以上

区域
亜

区域
外側
区域

部分 ドナー レシピエント

肝細胞癌 7(2) 3(2) 3(3) 24(23) - - 1 38(30)

肝内胆管癌 4* 1(1) 3* - - 1 5(1)

転移性肝癌 2 1 3*(3) 17(14) - - 1 23*(18)

その他の肝疾患 1 3(2) 2 - - 2(2) 8(4)

肝門部･上部胆管癌 4* 4* 1 5

中･下部胆管癌 4 1 5

胆嚢癌 2* 3* 3(3) 6(3)

乳頭部癌 3 3

その他の胆道
疾患

7(7) 33(32)

膵頭部癌 - - - - - - 7 9(2) 16(2)

膵体尾部癌 - - - - - - 4 1 5

その他の膵疾患 - - - - - - 3 6*(4) 3 12*(4)

上記以外 2 1 5(3) 8(3)

計 20(2)* 5(2) 7*(7) 0 45*(40) 2 2 0 10* 18 9(3) 31(17) 167(96)



トピックス

1月 九州肝臓外科研究会に参加しました（徳久、徳光）

2月 臨床肝移植セミナー ～多職種で進める山口の肝移植～ を開催しました（全員）

中島先生が結婚しました！（中島）

3月 第4回九州胆・膵癌治療フォーラムに参加しました（松井）

4月 徳久医師が下関医療センター外科に異動になりました（徳久）

藤本医師が西岐波セントヒル病院に異動になりました（藤本）

「肝癌早期再発予測式」に関する論文がOncol lett.誌に掲載されました（徳光）。

5月 APASLに参加、発表しました（松井、中島）

第4回山口胆膵疾患研究会総会を開催しました（全員）

6月 永野教授が日本肝胆膵外科学会・理事に選任されました。

7月 日本消化器外科学会総会に参加しました（全員）

9月 第8回肝胆膵フォーラム in Yamaguchiに参加しました（全員）

第8回がん市民公開講座 気になるすい臓がんのお話 を発表しました（松井）

10月 生体肝移植手術を行いました（再開6例目）

市民公開講座 山口県肝移植治療最前線 を行いました（全員）

11月 生体肝移植手術を行いました（再開7例目）

インドネシアから短期留学生が来ました

「BCLC-B肝細胞癌に対する外科切除」に関する論文がOncol lett.に掲載されました（松隈）

第5回山口胆膵疾患研究会総会を開催しました（全員）

第2回山口肝移植診療検討会を開催しました（全員）

12月 「膵癌に対する癌ワクチン療法」に関する論文がExpert Rev Anticancer Ther.誌に掲載されました（松井）

生体肝移植風景

15
内科との合同カンファレンス風景

肝移植ワーキングメンバーと

中島先生結婚式、余興風景



平成30年研究報告（平成30年12月31日現在）

終了した臨床試験
UMIN ID 試験名 対象 実施責任組織 進歩状況

肝 なし
HCCに対する系統的肝切除と非系統的肝切除の比較-日本-韓国の
肝胆膵外科共同研究

肝細胞癌 関西医科大学 終了

胆 UMIN000009831
FDG-PET陽性リンパ節転移を伴う切除可能胆道癌に対する術前ゲ
ムシタビン／シスプラチン／S-1併用術前化学療法(GCS療法)の
phaseII 試験(KHBO1201)

胆道癌 KHBO 終了

UMIN000009945
肝葉切除を伴う胆道癌切除例に対するGemcitabine(GEM)または
S-1の術後補助化学療法の無作為化第II相比較試験（KHBO120８
試験）

胆道癌（肝内胆管癌を含
む）

KHBO 終了

UMIN000017914 中部胆管癌に対するPDと胆管切除の比較 中部胆管癌 東北大学 終了

UMIN000011688
根治切除後胆道癌に対する術後補助療法としてのS-1療法の第III
相試験 (JCOG1202, ASCOT)

胆道癌 JCOG 終了

膵 主施設登録中 膵頭十二指腸切除術における慢性肝障害の影響に関する研究
膵頭十二指腸切除を施行さ
れた患者

東京慈恵会医科大学 終了

なし
Borderline resectable膵癌に対する治療成績についての後ろ向き
研究

膵癌 九州膵胆道癌治療研究会終了

UMIN000020978 浸潤性膵管癌切除後の残膵再発に対する再切除の意義の検討 膵癌 名古屋大学 終了
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実施中の臨床試験

UMIN ID 試験名 対象 実施責任組織 進歩状況

肝 UMIN000019205
症例登録システムを用いた腹腔鏡下肝切除術の安全性に関する検
討 -前向き多施設共同研究-

腹腔鏡下肝切除を予定され
た患者

肝臓内視鏡外科研究会 実施中

UMIN000010691
肝細胞癌術後再発予防を目的としたHSP70mRNA導入樹状細胞療
法の第Ⅰ/Ⅱ相ランダム化比較臨床試験

肝細胞癌 山口大学 実施中

なし
肝細胞癌に対する肝切除またはラジオ波焼灼療法施行後の再発治
療・長期予後に関する観察研究：SURF trial付随研究

肝細胞癌 東京大学 実施中

UMIN000029991
根治切除可能肝細胞癌(HCC)に対する周術期補助療法としての
HSP70由来ペプチド+GPC3由来ペプチド＋IMP321+Hiltonolを
用いた複合免疫療法の第I相臨床試験（YCP02試験）

肝細胞癌 山口大学 実施中

なし
混合型肝癌に関する臨床病理学的・分子生物学的検討に関する九
州肝臓外科研究会多施設共同研究 混合型肝癌

熊本大学
実施中

なし
下大静脈・右房内腫瘍栓を伴う肝細胞癌に対する肝切除の意義を
検討する後ろ向き多施設共同観察研究 肝細胞癌 山口大学

実施中

なし
肝炎ウイルス関連肝細胞癌に対するウイルス排除の外科治療成績
に及ぼす影響の検証 肝細胞癌 山口大学

実施中

UMIN000030525
臓器移植における抗体関連拒絶反応の新規治療法の開発に関する
研究 生体肝移植 東京女子医科大学

実施中

UMIN000029794
肝細胞癌腹膜播種に対する後方視的観察研究

肝細胞癌腹膜播種 滋賀医大
実施中

なし
門脈腫瘍栓を伴う高度進行肝細胞癌に対する集学的治療の安全性、
有用性についての前向き観察研究 肝細胞癌Vp3-4 山口大学 実施中
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申請中の臨床試験

UMIN ID 試験名 対象 実施責任組織 進歩状況

肝 UMIN000036286
大腸癌同時性肝転移に対する腹腔鏡下大腸・肝同時切除の安全性
に関する前向き観察研究

大腸癌肝転移 山口大学 IRB申請中

生体肝移植中脾臓摘出術併施の短期および長期成績に関する検証
生体肝移植 九州大学 IRB申請中

肝移植レシピエントにおける周術期腸内細菌叢の変化と感染性合
併症の関係および術後敗血症を早期予測するためのバイオマー
カー探索研究

肝移植
山口大学 IRB申請中

胆
GCS療法不応後の切除不能胆道癌に対する二次治療の有用性に関
する多施設共同後ろ向き観察研究 KHBO1401試験附随研究

胆道癌 山口大学 IRB申請中

膵
慢性膵炎による難治性疼痛に対する外科治療 施行症例の検討-多
施設共同後向き観察研究-

慢性膵炎 三重大学 IRB申請中

慢性膵炎に対する外科治療の実態調査と普及への課題解析 -多施
設共同後向き観察研究-

慢性膵炎 三重大学 IRB申請中

UMIN000021403
慢性膵炎による難治性疼痛に対する内科的インターベンション治
療と外科治療の比較解析-多施設共同前向き実態調査‐

慢性膵炎 藤田保健衛生大学 IRB申請中
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UMIN ID 試験名 対象 実施責任組織 進歩状況

胆
UMIN000029888

胆道癌における術中洗浄細胞診の有用性に関する後ろ向き多施設
共同観察研究 (KHBO1701)

胆道癌 KHBO 実施中

なし
胆管内乳頭状腫瘍、粘液性嚢胞性腫瘍、乳頭型胆管癌の日韓合同
大規模データ集計への当科症例の資料提出

胆管内乳頭状腫瘍、粘液性
嚢胞性腫瘍、乳頭型胆管癌

獨協医科大学 実施中

UMIN000027785 胆嚢癌の診断と予後に関する前向き観察研究 胆嚢癌 東北大学 実施中

UMIN000029888
胆道癌における術中洗浄細胞診の有用性に関する後ろ向き多施設
共同観察研究

胆道癌
KHBO

実施中

UMIN000035352
胆嚢癌疑診例に対する腹腔鏡手術の安全性に関する前向き観察研
究

胆嚢癌 山口大学 実施中

なし
肝門部領域胆管癌に対する肝動脈合併切除・再建術の治療成績の
検証

肝門部領域胆管癌 山口大学 実施中

膵 UMIN000010253 特許化した吻合補助器を用いた新規吻合法に関する臨床研究
膵頭十二指腸切除を施行さ
れる患者

山口大学 実施中

UMIN000018763 膵全摘患者に対する前向き実態調査 膵全摘を施行された患者 近畿大学 実施中

UMIN000023237
膵体尾部切除での膵実質切断における脾静脈剥離-個別処理と脾静
脈同時切断の多施設共同無作為化比較第Ⅲ相試験
COSMOS-DP trial –

膵疾患（膵体尾部切除を予
定された患者）

和歌山県立医科大学 実施中

なし 膵臓癌の診療向上のための分子遺伝学的および分子疫学的研究 膵癌 大阪大学 実施中

UMIN000016380
膵・消化管および肺・気管支・胸腺神経内分泌腫瘍の患者悉皆登
録研究（TRINET1332）

神経内分泌腫瘍
日本神経内分泌腫瘍研
究会

実施中

UMIN000029147
切除可能境界膵癌に対するGemcitabine／nab-Paclitaxel併用療法
もしくはmFOLFIRINOXによる術前化学療法に関する多施設共同
前向き観察研究

膵癌 山口大学 実施中

UMIN000023143
局所進行膵癌を対象としたmodified FOLFIRINOX療法とゲムシタ
ビン+ナブパクリタキセル併用療法のランダム化第II相試験
(JCOG1407、LAPC-mFOLFIRINOX/GnP-rP2)

膵癌 JCOG 実施中

UMIN000027775
根治切除不能局所進行膵癌に対するGEM＋nab-PTX療法の有用性
に関する前向き多施設共同研究（GEAR study）

BR-A膵癌 九州大学 実施中

なし 切除可能膵癌の早期再発因子に関する多施設共同研究
切除可能膵癌

長崎大学 実施中

UMIN000014795
消化管・肝胆膵原発の切除不能・再発神経内分泌癌（NEC）を対
象としたエトポシド／シスプラチン療法のランダム化比較試験

NEC JCOG
実施中

UMIN000034265
76歳以上の切除非適応膵癌患者に対する非手術療法の前向き観察
研究

膵癌 国立がんセンター東病院実施中



乳腺・甲状腺・副甲状腺の悪性・良性疾患の外科手術および薬物療法などを、診断を含めて幅広く行っています。特に

乳癌センチネルリンパ節生検においては、3D CT-リンフォグラフィ、Real-time Virtual Sonography (RVS), ICGによ

るセンチネルリンパ節直接マーキング法といった当科オリジナルの方法で、センチネルリンパ節を高精度に同定してい

ます。さらに乳房温存手術において、乳腺部分切除後の欠損部に対する乳腺脂肪弁充填術式および部分切除補助器具

（商品名 リセクションガイド、特許取得）も新規考案し、良好な整容性が保たれています。また、当院では形成外科

専門医、乳腺専門医が備わっており、自家組織およびインプラントを考慮した乳房再建手術を保険診療で行うことが可

能です。今後は、山口県の乳腺外科および内分泌外科の若手専門医の教育・育成に力を注ぎたいと思います。

入院患者数

スタッフ
山本滋、前田訓子

手術症例数

乳腺疾患 158

乳癌 124

良性疾患 8

マンモトーム検査 20

その他 6

甲状腺・副甲状腺疾患 8

甲状腺癌 4

Basedow病 1

良性腫瘍・その他 1

副甲状腺疾患 2

乳腺疾患 132

乳癌に対する手術 124

乳房切除術単独 6

乳房切除術＋センチネルリンパ節生検 57

乳房切除術＋腋窩リンパ節郭清 17

乳房温存術単独 12

乳房温存術＋センチネルリンパ節生検 16

乳房温存術＋腋窩リンパ節郭清 5

皮下乳腺全摘+乳房再建（TE/自家組織） 7

悪性・その他 4

良性・その他 8

甲状腺・副甲状腺疾患 8

甲状腺癌に対する手術 4

甲状腺葉切除+頚部郭清 1

甲状腺全摘＋頚部郭清 1

頚部郭清のみ 2

甲状腺良性腫瘤 1

Basedow病手術 1

副甲状腺手術 2
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トピックス

UMIN ID 試験名 対象 実施責任組織 進捗状況

000007166 A phaseⅡ study of a low dose every 3 
weeks Nab-paclitaxel for metastatic or 
recurrent breast cancer. 

転移・再発乳癌 山口大学 登録終了

転移性乳癌におけるエリブリン・タキサン逐次
投与の有用性の検討

転移乳癌 山口大学 実施中

000015780 乳がん術後上肢リンパ浮腫の検出に用いられる
非侵襲的検査値の術後変動の検討

乳癌 山口大学 実施中

000014952 FUSION 01study 乳癌 日本乳腺甲状腺
超音波医学会

登録終了

000000843 JBCRG-04 病理学的R1乳癌 JBCRG 登録終了

000001090 NSAS BC-06 閉経後乳癌 NSAS 登録終了

000002349 RESPECT HER2陽性乳癌 NSAS 登録終了

000018202 HER2陽性の進行・再発乳癌に対するペルツズ
マブ再投与の有用性を検証する第III相臨床研
究－ ペルツズマブ再投与試験 －JBCRG-
M05(PRECIOUS)

HER2陽性乳癌 JBCRG 実施中

000033384 BRCA1/2遺伝子変異陽性者に対するリスク低
減乳房切除術の安全性の検討

遺伝性乳癌卵巣
癌症候群

山口大学 開始前

乳癌手術後の整容性に対する患者満足度の調査
研究

乳癌術後 山口大学 実施中
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2018.3月 中四国甲状腺外科研究会で、佐藤が発表しました
4月 日本外科学会定期学術集会で、山本、前田、佐藤が発表しました
5月 手術手技研究会で、前田が発表しました。
7月 日本乳癌学会で、山本、前田、佐藤が発表しました
9月 中国四国外科学会総会で千々松が発表しました
9月 日本乳癌学会中国四国地方会で、前田、佐藤が発表しました
10月 日本癌治療学会で、前田が発表しました。
10月 日本甲状腺外科学会学術集会で山本が発表しました。
11月 日本検診学会学術総会で、山本が発表しました。
11月 日本臨床外科学会総会で、千々松が発表しました。



リセクションガイドを用いた手術風景
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当科で開発した乳腺円状部分切除器（商品名リセクションガイド）

当科で開発した乳房術後圧迫帯 術後患者さんでの乳房術後圧迫帯 試着



2018年 業績報告

重源の郷（山口市）
天然の地形を生かして、昔ながらの山村風景

を再現した体験交流公園です。
別名「時を越えた夢工房」
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徳光幸生、友近 忍、徳久善弘、坂本和彦、鈴木伸明、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 当科における

腹腔鏡下幽門側 胃切除術 D2 郭清の成績 ポスターセッション

6. 西山光郎、武田 茂、飯田通久、兼清信介、中島千代、北原正博、徳光幸生、友近 忍、徳久善弘、坂本和彦、鈴木伸明、

山本 滋、 吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 幽門側胃切除を施行した胃癌症例における抗血栓薬内服と術後合併症

の関連 ポスターセッション

7. 山本常則、飯田通久、武田 茂、兼清信介、徳光幸生、友近 忍、徳久善弘、坂本和彦、鈴木伸明、硲 彰一、吉野茂文、

上野富雄、 永野浩昭 腹腔鏡下胃切除術における肥満の影響 ポスターセッション

8. 桑原太一、坂本和彦、徳久善弘、徳光幸生、中島正夫、藤本拓也、松隈 聰、松井洋人、兼清信介、友近 忍、飯田通久、

鈴木伸明、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 門脈内腫瘍栓合併肝細胞癌に対する術前放射線

治療の検討 ポスターセッション

9. 中島正夫、坂本和彦、徳久善弘、徳光幸生、松井洋人、松隈 聰、藤本拓也、兼清信介、友近 忍、飯田通久、鈴木伸明、

武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 術前 SVR は原発性肝細胞癌の肝切除後予後を改善させる ポスター

セッション

10. 佐藤陽子、山本 滋、前田訓子、坂本和彦、鈴木伸明、武田 茂、長島由紀子、久保秀文、永野浩昭 再発乳がんにおけるフ

ルベストラントの使用経験 ポスターセッション

11. 前田訓子、山本 滋、佐藤陽子、坂本和彦、鈴木伸明、武田 茂、長島由紀子、久保秀文、永野浩昭 乳癌術後補助 TC 

（Docetaxel＋Cyclophosphamide）療法における一次予防 Pegfilgrastim 適応症例の検討 ポスターセッション

12. 飯田通久、武田 茂、兼清信介、西山光郎、北原正博、中島千代、徳光幸生、友近 忍、徳久善弘、坂本和彦、鈴木伸明、

山本 滋、 吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 80 歳以上高齢者胃癌に対する幽門側胃切除術の成績 ポスターセッ

ション

13. 北原正博、武田 茂、飯田通久、兼清信介、中島千代、西山光郎、徳光幸生、友近 忍、徳久善弘、坂本和彦、鈴木伸明、

山本 滋、 吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 食道癌術前化学療法施行症例における FDG-PET の有用性 ポスター

セッション

27
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14. 徳久善弘、坂本和彦、徳光幸生、松隈 聰、中島正夫、藤本拓也、松井洋人、友近 忍、兼清信介、飯田通久、鈴木伸明、

武田 茂、 山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 当科における進行胆嚢癌に対する外科治療成績 ポスター

セッション

15. 藤原康弘、坂本和彦、松隈 聰、中島正夫、藤本拓也、松井洋人、徳光幸生、兼清信介、友近 忍、徳久善弘、飯田通久、

鈴木伸 明、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 膵頭十二指腸切除におけるドレーン排液監視培

養による術後感染性合併症の予測 ポスターセッション

16. 松隈 聰、坂本和彦、徳久善弘、徳光幸生、松井洋人、藤本拓也、兼清信介、友近 忍、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、

山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 mFOLFIRINOX/GEM+nabPTX 時代の Bordeline resectable, 

unresectable 膵癌に対する当科の治療方針と成績 ポスターセッション

17. 鈴木伸明、友近 忍、徳久善弘、飯田通久、坂本和彦、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 当

科における下部進行直腸癌に対する側方郭清の適応 ポスターセッション

18. 吉野茂文、武田 茂、鈴木伸明、坂本和彦、飯田通久、徳久善弘、友近 忍、兼清信介、徳光幸生、北原正博、西山光郎、

硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 3 週間隔 NabPaclitaxel療法による胃癌化学療法の低用量投与の意義と効果発現予測の検討

ポスターセッション

19. 武田 茂、兼清信介、飯田通久、北原正博、西山光郎、中島千代、徳光幸生、友近 忍、徳久善弘、坂本和彦、鈴木伸明、

山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 早期在宅経腸栄養による食道癌術後栄養管理の検討 ポスターセッ

ション

20. 藤本拓也、坂本和彦、徳久善弘、徳光幸生、松井洋人、松隈 聰、兼清信介、友近 忍、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、

山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 当科における膵癌に対する膵頭十二指腸切除後の脂肪肝発症リスク因

子に関する検討 ポスターセッション

21. 山本 滋、前田訓子、佐藤陽子、坂本和彦、鈴木伸明、武田 茂、長島由紀子、久保秀文、永野浩昭 乳癌センチネルリンパ

節の macro 転移症例における腋窩非センチネルリンパ節転移に関与する因子の検討 ポスターセッション

22. 富丸慶人、江口英利、岩上佳史、和田浩志、山田大作、浅岡忠史、野田剛広、後藤邦仁、小林省吾、堂野恵三、土岐祐一郎、

森 正樹、永野浩昭 人工血管を用いた下大静脈再建を併施した肝切除術の手術成績 ポスターセッション

23. 硲 彰一、鈴木伸明、桑原太一、友近 忍、田中宏典、中島正夫、松井洋人、兼清信介、徳光幸生、坂本和彦、飯田通久、

徳久善弘、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、河上 裕、藤田知信、奥野清隆、上野富雄、永野浩昭 新しい大腸癌術後再発予

測マーカーとしての「Immunoscore」のインパクト サージカルフォーラム

第6回がんと代謝研究会 5/10-11 鹿児島 奄美観光ホテル

1. 恒富亮一、西山光郎、松隈 聰、鈴木伸明、武田 茂、山本滋、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭がん幹細胞様細胞

におけるCD44 isoforms 発現 ポスターセッション

第72回手術手技研究会 5/11-12 徳島 ルネッサンスリゾートナルト

1. 永野浩昭 主題2：手術ナビゲーションの Serendipity 主題Ⅱ-2 肝胆膵 司会

2. 兼清信介、武田 茂、飯田通久、西山光郎、北原正博、徳久善弘、鈴木伸明、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、

永野浩昭 リンパ流を意識した食道癌頸部リンパ節郭清術 デジタルポスター

3. 飯田通久、武田 茂、兼清信介、北原正博、徳光幸生、友近 忍、鈴木伸明、山本 滋、硲 彰一、吉野茂文、上野富雄、

永野浩昭 腹腔鏡下胃全摘 D2-No10 郭清の定型化に向けて デジタルポスター

4. 徳光幸生、坂本和彦、徳久善弘、兼清信介、友近 忍、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、

永野浩昭 腹腔鏡下肝切除における肝門部グリソン確保の工夫 デジタルポスター

5. 友近 忍、鈴木伸明、田中宏典、徳光幸生、兼清信介、徳久善弘、飯田通久、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、

永野浩昭 腹腔鏡下横行結腸癌手術における安全・確実な♯223郭清方法 デジタルポスター

6. 鈴木伸明、友近 忍、田中宏典、兼清信介、徳久善弘、飯田通久、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、

永野浩昭 直腸脱に対する腹腔鏡下直腸固定術の術式変遷と再発例の検討 デジタルポスター

7. 前田訓子、山本 滋、佐藤陽子、鈴木伸明、武田 茂、長島由紀子、久保秀文、永野浩昭 乳房下溝線部脂肪筋膜弁を用いた

乳房温存術後一期的再建法 ケースデジタルポスター

8. 松隈 聰、徳久善弘、徳光幸生、松井洋人、坂本和彦、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、

永野浩昭 右胃大網動脈を用いた肝動脈切除・再建を伴う膵頭十二指腸切除の一例 ケースデジタルポスター
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第36回日本肝移植研究会 5/25-26 東京 伊藤国際学術研究センター

1. 永野浩昭 要望演題3 レシピエントの周術期管理の工夫 要望演題 司会

2. 松隈 聰、坂本和彦、徳久善弘、徳光幸生、松井洋人、石川 剛、高見太郎、桑原太一、藤原康弘、山田健介、中島正夫、

藤本拓 也、兼清信介、友近 忍、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、和田浩志、後藤邦仁、

坂井田功、永野浩昭 肝移植再開：山口大学の経験 一般演題

3. 中島正夫、徳久善弘、松隈 聰、松井洋人、藤本拓也、徳光幸生、兼清信介、友近 忍、飯田通久、坂本和彦、鈴木伸明、

武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭早期の診断と治療により改善し得た生体肝移植術後 passenger 

lymphocyte syndrome の1例 一般演題

4. 藤原康弘、徳久善弘、徳光幸生、松隈 聰、松井洋人、藤本拓也、兼清信介、友近 忍、飯田通久、坂本和彦、鈴木伸明、

武田 茂、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、和田浩志、後藤邦仁、永野浩昭 下腸間膜静脈グラフト間置による中

肝静脈を再建した肝移植ドナー手術の一例 一般演題

5. 永野浩昭 イブニングセミナー2 肝移植 -大阪での経験と山口での再開- イブニングセミナー

6. 山本常則、徳久善弘、徳光幸生、松隈 聰、松井洋人、兼清信介、友近 忍、飯田通久、坂本和彦、鈴木伸明、武田 茂、

山本 滋、白源清貴、松本 聡、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、和田浩志、後藤邦仁、永野浩昭 生体肝移植術後管理にお

ける動脈圧波形を用いた心拍出量モニタリングの有用性の検討 要望演題

7. 中村鮎美、増本早姫、久賀千恵子、山本奈美、利重典子、森下菜緒子、國澤香織、山下順子、松隈 聰、坂本和彦、徳久善弘、

徳光幸生、松井洋人、鈴木伸明、武田 茂、永野浩昭 生体肝移植再開における病棟の準備経験とこれから 一般演題

第27回日本癌病態治療研究会 5/31-6/1 千葉 ホテルポートプラザちば

1. 兼清信介、硲 彰一、恒富亮一、桑原太一、中島正夫、田中宏典、竹之内寛子、松井洋人、鈴木伸明、友近 忍、徳光幸生、

飯田通久、徳久善弘、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、上野富雄、永野浩昭 分子腫瘍学研究に基づく新規免疫療法の開発と

展望 シンポジウム

第30回日本肝胆膵外科学会・学術集会 6/7-9 神奈川 パシフィコ横浜

1. Nagano H. Educational Seminar 4 Management of Severe Complications in HBP Surgery Educational Seminar

2. Nagano H Evening Seminar 2 [Japanese] The effectiveness of the next generation wearable surgical lighting   

system (made in Japan) in open surgeries, guided by visible li Evening Seminar

2.    Fujiwara Y, Tokuhisa Y, Yamada K, Kuwahara T, Nakajima M, Fujimoto T, Matsukuma S, Matsui H, Tokumitsu Y,  

Kanekiyo S, Tomochika S, Iida M, Sakamoto K, Suzuki N, Takeda S, Yoshino S, Hazama S, Ueno T, Nagano H. A  

case of living donor with reconstruction of hepatic venous using inferior mesenteric vein  Poster

3. Matsukuma S, Sakamoto K, Tokuhisa Y, Tokumitsu Y, Matsui H, Kuwahara T, Fujiwara Y, Yamada K, Nakajima M,   

Fujimoto T, Kanekiyo S, Tomochika S, Iida M, Suzuki N, Takeda S, Yoshino S, Hazama S, Ueno T, Nagano H. 

Living donor liver transplantation in Yamaguchi University Hospital : Past, Present and Future  Poster

4.    Tokumitsu Y, Tokuhisa Y, Sakamoto K, Yamada K, Kuwahara T, Fujiwara Y, Nakajima M, Fujimoto T, Matsui H,  

Matsukuma S, Kanekiyo S, Tomochika S, Iida M, Suzuki N, Takeda S, Yoshino S, Hazama S, Ueno T, Nagano H.   

The standardization of laparoscopic anatomical liver resection on the basis of the technique to provide a clear view  

of the operation field  Poster

5. Yamada K, Tokumitsu Y, Tokuhisa Y, Kuwahara T, Fujiwara Y, Nakajima M, Fujimoto T, Matsukuma S, Matsui H, 

Kanekiyo S, Tomochika S, Iida M, Sakamoto K, Suzuki N, Takeda S, Yoshino S, Hazama S, Ueno T, Nagano H.

Laparoscopic whole-layer cholecystectomy or gallbladder bed resection for suspected gallbladder cancer  Poster

6. Shindo Y, Mazhar Kanak A., Rebecca L. Heise, Nakajima M, Fujimoto T, Matsukuma S, Matsui H, Tokumitsu Y, 

Tokuhisa Y, Marlon Levy F., Nagano H. Extracellular Matrix from Pancreas Improves Human Islet Function In vitro  

Poster

7.    Fujimoto T, Tokuhisa Y, Yamada K, Kuwahara T, Fujiwara Y, Nakashima M, Matsukuma S, Matsui H, Tokumitsu Y,   

Tomochika S, Kanekiyo S, Iida M, Sakamoto K, Suzuki N, Takeda S, Yoshino S, Hazama S, Ueno T, Nagano H.  

Two cases of successful subtotal stomach-preserving pancreaticoduodenectomy with hepatic artery resection after  

chemotherapy for locally advanced pancreatic head cancer  Poster



8.    Matsui H, Tokuhisa Y, Tokumitsu Y, Yamada K, Kuwahara T, Fujiwara Y, Nakajima M, Fujimoto T, Matsukuma S,

Sakamoto K, Kanekiyo S, Tomochika S, Iida M, Suzuki N,Takeda S, Yoshino S, Hazama S, Ueno T, Nagano H.

Treatment outcome of the Borderline Resectable / Unresectable Pancreatic Cancer in Our Department  Poster

9. Kuwahara T, Tokuhisa Y, Tokumitsu Y, Yamada K, Fujiwara Y, Nakajima M, Fujimoto T, Matsukuma S, Matsui 

H,Kanekiyo S, Tomochika S, Iida M, Sakamoto K, Suzuki N,Takeda S, Yoshino S, Hazama S, Ueno T, Nagano H. A 

case of resection of local recurrent pheochromocytoma  Poster

10. Takeda Y, Eguchi H, Takahashi H, Nakahira S, Kashiwazaki M, Shimizu J, Ohmura Y, Katsura Y, Nagano H, Sakai D, 

Isohashi F, Mori M, Doki Y.  A prospective, open-label, multicenter phase II trial of neoadjuvant therapy using full-

dose of gemcitabine and S-1 concurrent with radiation for resectable pancreatic adenocarcinoma  Mini-Symposium

11. Nakajima M, Tokuhisa Y, Yamada K, Kuwahara T, Fujiwara Y, Fujimoto T, Matsukuma S, Matsui H, Tokumitsu Y, 

Tomochika S, Kanekiyo S, Iida M, Sakamoto K, Suzuki N, Takeda S, Yoshino S, Hazama S, Ueno T, Nagano H.  A 

case report of the patient with passenger lymphocyte syndrome who received urgent diagnosis and treatment by 

weekly DAT after liver transplantation  Poster

第54回日本肝臓学会総会 6/14-15 大阪 リーガロイヤルNCB 大阪国際会議場

1. 永野浩昭 セッション24 肝癌臨床5 セッション（一般口演）司会

2. 味木徹夫、波多野悦朗、永野浩昭 肝内胆管癌集学的治療に関する多施設共同試験の現状と展望（KHBO の取り組み） ワー

クショップ

3. 松隈 聰、坂本和彦、徳久善弘、徳光幸生、松井洋人、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、和田浩志、

左近賢人、小林省吾、江口英利、永野浩昭 Barcelona Clinic Liver Cancer Classification intermediate stage：BCLC B に

対する肝除後予後因子の解析 セッション（一般口演）

4. 徳光幸生、坂本和彦、徳久善弘、松隈 聰、松井洋人、兼清信介、友近 忍、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、

硲 彰一、後藤邦仁、小林省吾、江口英利、友國 晃、和田浩志、上野富雄、永野浩昭 肝細胞癌術後患者における MITS 

score の予後予測能の検証セッション（一般口演）

5. 中島正夫、徳久善弘、徳光幸生、松隈 聰、松井洋人、藤本拓也、坂本和彦、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、

上野富雄、永野浩昭 術前SVR が肝細胞癌切除後長期予後に及ぼす影響の検討 セッション（一般口演）

第40回日本癌局所療法研究会 6/15 東京 都市センターホテル

1. 永野浩昭 主題1 動注療法/ 動脈塞栓療法の意義と展望 主題 司会

2. 吉野茂文 一般演題 胃9 症例1 一般演題

3. 木村祐太、徳久善弘、徳光幸生、松隈 聰、松井洋人、藤本拓也、兼清信介、友近 忍、飯田通久、坂本和彦、鈴木伸明、

武田 茂、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 門脈内腫瘍栓に対する肝動注化学療法と外科切除 主題

4. 佐藤陽子、山本 滋、前田訓子、鈴木伸明、武田 茂、長島由紀子、久保秀文、永野浩昭 原発巣切除を施行したStage4 乳

がんの検討 主題

5. 飯田通久、岡本健志、原田栄二郎、南 佳秀、宮崎健介、武田 茂、鈴木伸明、兼清信介、吉野茂文、坂井田功、濱野公一、

東 端智、永野浩昭 山口県における胃癌2 次化学療法の現況および意識調査 一般演題

6. 山本常則、鈴木伸明、田中宏典、友近 忍、徳光幸生、兼清信介、徳久善弘、飯田通久、武田 茂、山本 滋、硲 彰一、

吉野茂文、上野富雄、永野浩昭 腸骨浸潤を伴う盲腸癌局所再々発に対して腸骨合併切除術を施行した1 例 一般演題

7. 桑原太一、徳久善弘、藤原康弘、中島正夫、藤本拓也、松隈 聰、松井洋人、徳光幸生、兼清信介、友近 忍、飯田通久、

坂本和彦、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 肝門部胆管癌術後に生じた挙上空腸静脈瘤出血

の2例 一般演題

8. 藤原康弘、徳久善弘、中島正夫、藤本拓也、松隈 聰、北原正博、松井洋人、徳光幸生、兼清信介、友近 忍、飯田通久、

坂本和彦、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭 幽門側胃切除後の膵体尾部癌に対して腹腔動脈

合併膵体尾部切除を施行した1例 一般演題

第35回日本胆膵病態・生理研究会 6/16 愛知 JPタワー名古屋

1. 新藤芳太郎、徳光幸生、坂本和彦、徳久善弘、松井洋人、松隈 聰、兼清信介、友近 忍、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、

吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 肝動脈合併切除・再建を施行した肝門部領域胆管癌の２例 一般演題

2. 山田健介、徳光幸生、坂本和彦、徳久善弘、松井洋人、松隈 聰、兼清信介、友近 忍、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、

吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 膵癌根治切除後のPositron Emission Tomography の予後予測因子としての有用

性に関する検討 主題

30
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第72回日本食道学会学術集会 6/28-29 栃木 ホテル東日本宇都宮

1. 北原正博、武田 茂、兼清信介、飯田通久、徳久善弘、鈴木伸明、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 同時性頭頸部

重複癌を有する食道癌手術症例の検討 一般演題ポスター

2. 兼清信介、武田 茂、飯田通久、西山光郎、北原正博、鈴木伸明、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 食道癌術後

ARDS発症例の臨床背景とリスクファクター 一般演題ポスター

3. 西山光郎、武田 茂、兼清信介、北原正博、飯田通久、鈴木伸明、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 食道癌手術症

例における抗血栓薬内服と術後合併症の関連一般演題ポスター

4. 武田 茂、兼清信介、飯田通久、北原正博、西山光郎、鈴木伸明、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 チーム医療に

よる食道癌周術期管理の実践 一般演題ポスター

第54回日本肝癌研究会 6/28-29 福岡 久留米医シティプラザ

1. 松井洋人、徳久善弘、徳光幸生、松隈 聰、中島正夫、兼清信介、友近 忍、飯田通久、坂本和彦、鈴木伸明、武田 茂、

吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 後期高齢者の肝細胞癌切除症例の治療成績 一般演題 (口演）

2. 松隈 聰、恒富亮一、西山光郎、松井洋人、徳光幸生、徳久善弘、坂本和彦、兼清信介、友近 忍、飯田通久、鈴木伸明、

武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、吉村 清、永野浩昭 肝癌細胞株から誘導した癌幹細胞の転移能解析 一般演題

（口演）

3. 徳光幸生、坂本和彦、徳久善弘、松隈 聰、松井洋人、兼清信介、友近 忍、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、

硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 術後早期回復と呼吸器合併症低減を目指した完全鏡視下肝右葉尾側亜区域（S5/6)切除 一般

演題（口演）

4. 中島正夫、和田浩志、小林省吾、友國 晃、高橋秀典、徳久善弘、徳光幸生、松井洋人、松隈 聰、飯田通久、坂本和彦、

鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、江口英利、永野浩昭 術前SVRは肝細胞癌の肝切除後予後を改善させ

る シンポジウム

5. 木村祐太、徳久善弘、徳光幸生、松隈 聰、松井洋人、藤本拓也、兼清信介、友近 忍、飯田通久、坂本和彦、鈴木伸明、

武田 茂、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 大腸癌同時性多発肝転移の治療成績 ワークショップ

第49回日本膵臓学会大会 6/29-30 6/29 和歌山 ホテルアバローム紀の国

1. 永野浩昭 術後合併症3 一般演題（口演）司会

第25回外科侵襲とサイトカイン研究会 7/5 大阪 大阪国際会議場

1. 永野浩昭 ワークショップ１ 「肝」 ワークショップ 司会

2. 兼清信介、武田 茂、飯田通久、山本常則、西山光郎、徳光幸生、友近 忍、吉田 晋、鈴木伸明、吉野茂文、硲 彰一、

上野富雄、永野浩昭 サイトカインから見た腹臥位胸腔鏡下食道切除術の低侵襲性の検討 ワークショップ

第89回大腸癌研究会 7/6 新潟 朱鷺メッセ新潟コンベンションセンター

1. 吉田 晋 、鈴木伸明、友近 忍、徳光幸生、兼清信介、前田訓子、飯田通久、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、

上野富雄、永野浩昭 リンパ節郭清を施行した大腸pSM癌の臨床病理学的因子と予後の検討 示説

第73回日本消化器外科学会総会 7/11-13 鹿児島 城山ホテル鹿児島 かごしま県民交流センター

1. 吉野茂文 デジタルポスター3 食道:基礎3 デジタルポスター 司会

2. 永野浩昭 特別企画2 消化器外科の事故を未然に防ぐ医療安全対策 特別企画 司会

3. 永野浩昭 ランチョンセミナー24 肝細胞癌の新たな治療戦略 ランチョンセミナー 司会

4. 硲 彰一 要望演題10-3 【大腸】他臓器浸潤大腸癌に対する治療戦略 要望演題 司会

5. 飯田通久、武田 茂、兼清信介、北原正博、西山光郎、鈴木伸明、硲 彰一、吉野茂文、上野富雄、永野浩昭 胃癌に対する

ESD 後非治癒切除例の検討 要望演題

6. 山本常則、飯田通久、武田 茂、兼清信介、徳久善弘、鈴木伸明、硲 彰一、吉野茂文、上野富雄、永野浩昭 食道癌手術症

例における術前サルコペニアの影響 デジタルポスター

7. 木村祐太、鈴木伸明、友近 忍、飯田通久、徳久善弘、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 当科における

大腸癌同時性肝転移の治療成績 デジタルポスター

8. 友近 忍、鈴木伸明、徳久善弘、飯田通久、坂本和彦、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 頭側アプロー

チによる腹腔鏡下横行結腸癌手術の定型化 デジタルポスター

9. 藤原康弘、徳久善弘、徳光幸生、坂本和彦、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 膵癌に対する

膵頭十二指腸切除症例における術前栄養状態と手術成績の検討 デジタルポスター
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10. 北原正博、武田 茂、兼清信介、飯田通久、徳久善弘、鈴木伸明、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 食道癌術後乳び

胸に対するICG 蛍光法を用いた胸腔鏡下胸管結紮術 要望演題

11. 吉野茂文、武田 茂、鈴木伸明、飯田通久、徳久善弘、兼清信介、硲 彰一、上野富雄、山﨑隆弘、永野浩昭 当院における免

疫チェックポイント阻害薬関連有害事象マネジメント連携の構築 デジタルポスター

12. 中島千代、鈴木伸明、友近 忍、田中宏典、飯田通久、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 当科における深

達度別にみた結腸・直腸癌の再発リスクの検討 デジタルポスター

13. 徳光幸生、坂本和彦、徳久善弘、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 腹腔鏡下葉切除

を安全・確実に行うための術野展開の工夫 デジタルポスター

14. 武田 茂、兼清信介、飯田通久、北原正博、徳久善弘、鈴木伸明、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 胸腔鏡下食道切

除術における周術期チーム医療の実践 デジタルポスター

15. 中島正夫、徳久善弘、徳光幸生、坂本和彦、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 完全鏡視下再肝

切除術における手術難度評価因子の検討 要望演題

16. 兼清信介、武田 茂、飯田通久、徳久善弘、坂本和彦、鈴木伸明、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 胸腔鏡下食道切

除術における腔内牽引器と左反回神経モニタリングを使用した左上縦郭リンパ節郭清の工夫 デジタルポスター

17. 田中宏典、鈴木伸明、友近 忍、徳久善弘、飯田通久、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 骨盤内における

他臓器浸潤大腸癌の検討 要望演題

18. 恒富亮一、吉村 清、松隈 聰、徳久善弘、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭 誘導癌幹細胞に

おける免疫逃避機構の検討 デジタルポスター

19. Hazama S、 Suzuki N、 Kanekiyo S、 Sakamoto K、 Iida M、Tokuhisa Y、 Takeda S、 Yoshino S、 Tamada K、

Nagano H. Current status and future perspectives of immunotherapy for gastrointestinal cancer  ワークショップ

20. Suzuki N、Tomochika S、Tanaka H、Tokuhisa Y、Iida M、Takeda S、Yoshino S、Hazama S、Ueno T、Nagano H. 

Cranial approach technique for lymphadenectomy of the surgical trunk for right-sided colon cancer ビデオシンポジウム

21. 藤本拓也、徳久善弘、徳光幸生、坂本和彦、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 当科における鏡

視下肝離断の定型化について～ソフト凝固2 台併用法と肝離断面展開の工夫～ 要望演題ビデオ

22. 藤原信行、硲 彰一、友近 忍、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、大浜 剛、佐藤晃一、上野富雄、永野浩昭 Protein 

phosphatase 6 は大腸癌の悪性化に関与する デジタルポスター

23. 西山光郎、武田 茂、飯田通久、兼清信介、北原正博、鈴木伸明、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 腹腔鏡下胃全摘

症例における術前サルコペニアの臨床的意義の検討 デジタルポスター

24. 新藤芳太郎、Kanak A. Mazhar、飯田通久、徳久善弘、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、Marlon Levy F.、永野浩昭

ヒト膵島分離後における細胞培養・低温保存における膵島機能評価 デジタルポスター

25. 松隈 聰、徳久善弘、徳光幸生、坂本和彦、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 胆道癌に対する

術前治療の意義 デジタルポスター

26. 波多野悦朗、瀬尾 智、永野浩昭、井岡達也 進行胆道癌に対するgemcitabine/cisplatin/S-1(GCS) 療法による術前化学療法デ

ジタルポスター

第16回日本臨床腫瘍学会学術集会 7/19-21 兵庫 神戸国際展示場

1. 吉野茂文、武田 茂、鈴木伸明、飯田通久、友近 忍、兼清信介、徳光幸生、山本 滋、硲 彰一、上野富雄、山﨑隆弘、

永野浩昭 病院間連携を見据えた irAE マネジメント連携の構築 ポスターセッション

第22回日本がん免疫学会総会 8/1-3 岡山 岡山コンベンションセンター

1. 谷口智憲、宮内 翼、藤田知信、岩田 卓、硲 彰一、河上 裕 大腸癌におけるCD44陽性分画は、プロテアーゼ阻害活性を

持つPI-Xを高発現し、抗腫瘍T細胞に対して耐性を示す 一般演題（口演）

2. 中島正夫、硲 彰一、玉田耕治、宇高恵子、構木康信、上松俊成、有馬秀樹、土肥 俊、宮川友也、松井洋人、兼清信介、

徳光幸生、坂本和彦、鈴木伸明、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、上野富雄、永野浩昭 Novel phase I trial of multi-HLA-

binding peptides with new combinatorial immune adjuvants against solid cancers  一般演題（口演）

第45回日本膵切研究会 8/24-25 北海道 ホテルニューオータニイン札幌

1. 桑原太一、徳光幸生、松井洋人、新藤芳太郎、松隈 聰、中島正夫、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、永野浩昭 右

胃大網動脈を用いて肝動脈切除・再建を伴う膵頭十二指腸切除を施行した1 例 ポスター

2. 松井洋人、徳光幸生、兼清信介、友近 忍、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 膵頭

十二指腸切除術後の膵液瘻に対する術前危険因子の検討 ポスター
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第93回中国四国外科学会総会第23回中国四国内視鏡外科研究会 9/6-7 広島 広島県医師会館

1. 武田 茂 食道・胃2 一般演題 司会

2. 永野浩昭 ランチョンセミナー3 ランチョンセミナー 司会

3. 永野浩昭 平成30年度 第26回日本外科学会生涯教育セミナー（中国・四国地区）最新の診断技術 教育セミナー 司会

4. 西山光郎、武田 茂、兼清信介、飯田通久、徳光幸生、友近 忍、吉田 晋、鈴木伸明、山本 茂、吉野茂文、硲 彰一、

上野富雄、永野浩昭 胸部食道癌術後に食道裂孔ヘルニアをきたした4 例 一般演題

5. 山本常則、武田 茂、兼清信介、西山光郎、徳光幸生、友近 忍、吉田 晋、飯田通久、鈴木伸明、吉野茂文、硲 彰一、

上野富雄、永野浩昭 胸部中部食道癌における術中迅速を用いた郭清範囲の個別化の検討 一般演題

6. 徳光幸生、坂本和彦、徳久善弘、松隈 聰、松井洋人、新藤芳太郎、兼清信介、友近 忍、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、

吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 右側尾状葉領域の小腫瘍に対する腹腔鏡下肝部分切除 一般演題

7. 新藤芳太郎、徳光幸生、坂本和彦、松井洋人、兼清信介、友近 忍、飯田通久、徳久善弘、吉田 晋、鈴木伸明、武田 茂、

吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 膵癌切除後の予後予測因子としての術前 Positron Emission Tomography の有用性

一般演題

8. 千々松日香里、山本 滋、前田訓子、鈴木伸明、武田 茂、永野浩昭 手術不能・再発乳癌に対する Palbociclib 使用例の有害事

象に関する検討 一般演題

9. 木村祐太、鈴木伸明、吉田 晋、友近 忍、徳光幸生、兼清信介、飯田通久、徳久善弘、坂本和彦、武田 茂、山本 滋、

吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 Trousseau 症候群を合併した切除不能直腸癌多発肝転移に対しconversion therapy 

を行い得た1 例 一般演題

10. 吉田 晋、鈴木伸明、木村祐太、友近 忍、徳光幸生、兼清信介、前田訓子、飯田通久、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、

硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 大腸 pSM 癌の臨床病理学的因子と予後の検討 一般演題

11. 鈴木伸明、吉田 晋、友近 忍、木村祐太、徳光幸生、兼清信介、前田訓子、飯田通久、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、

硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 縫合不全ゼロを目指した取り組み～直腸癌に対する術中内視鏡～ 一般演題

第6回日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会総会 9/20-21 大阪 ナレッジキャピタルコングレコンベンションセンター

1. 山本 滋 一般演題7 手術（特殊症例）1 一般演題（口演）司会

2. 前田訓子、山本 滋、千々松日香里、鈴木伸明、武田 茂、長島由紀子、久保秀文、永野浩昭 乳房下部領域乳癌の温存手術に

おける乳房下溝線部脂肪筋膜弁の有用性について 一般演題（ポスター）

第77回日本癌学会学術総会 9/27-29 大阪 大阪国際会議場

1. 硲 彰一 自然免疫 (1) Innate immunity (1) Poster Sessions 司会

2. 永野浩昭 採択される科研費：アイデア・見栄え Morning Lectures 司会

3. 藤原信行、恒富亮一、硲 彰一、友近 忍、鈴木伸明、武田 茂、大浜 剛、佐藤晃一、吉野茂文、上野富雄、永野浩昭

Protein phosphatase 6は大腸癌の悪性化に関与するProtein phosphatase 6 controls tumor progression of colon cancer  

Poster Sessions

4. 恒富亮一、吉村 清、松隈 聰、藤原信行、西山光郎、兼清信介、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、

上野富雄、永野浩昭 肝細胞癌幹細胞様 Sphere 細胞における抗癌剤耐性に関わるRAB3B遺伝子 RAB3B gene was identified 

as a gene involved in chemoresistance of induced cancer stem-like sphere cells Oral sessions

5. 山本義明、恒富亮一、藤田悠介、松本洋明、浜本義彦、硲 彰一、永野浩昭、松山豪泰 進行性腎細胞癌患者に対するアキシチ

ニブ至適投与量決定の為の薬物動態解析と臨床評価に関する探索的研究 Pharmacogenetics-based AUC prediction model 

may determine the optimal initial dose of axitinib in renal cell carcinoma Poster Sessions

6. 清谷一馬、松田達雄、長山 聡、宮内栄作、Hsu Yuwen、Zewde Makda、Park Jae-Hyun、加藤大悟、原田真紀子、鈴木伸明、

永野浩昭、硲 彰一、中村祐輔 大腸がん組織・リンパ節のTCRレパトア解析 TCR sequencing analysis of cancer tissues 

and lymph nodes in colorectal cancer patients Oral sessions

7. 桑原太一、硲 彰一、兼清信介、新藤芳太郎、徳光幸生、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、藤田知信、

河上 裕、永野浩昭 治癒切除大腸癌における免疫関連予後因子の検討 Study of immune-related prognostic factors in 

patients with resectable colorectal cancer Oral sessions

8. 硲 彰一、玉田耕治、中島正夫、松隈 聰、新藤芳太郎、松井洋人、兼清信介、飯田通久、鈴木伸明、吉野茂文、土肥 俊、永

野浩昭 消化器癌に対する免疫療法の現状と革新的新規免疫療法の開発 Current status and future perspectives of 

immunotherapy for gastrointestinal cancer Poster Sessions



9. 新藤芳太郎、硲 彰一、徳光幸生、友近 忍、吉田 晋、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、河上 裕、中村祐輔、

上野富雄、永野浩昭 切除不能再発膵癌に対するペプチドワクチン療法における予後予測バイオマーカーの探索 Predictive 

biomarkers for the efficacy of vaccine treatment against advanced pancreatic cancer  Poster Sessions

10. 古川健太、種村匡弘、三賀森学、三善英知、江口英利、永野浩昭、松浪勝義、長岡 慧、岸健太郎、赤松大樹、森 正樹、

土岐祐一郎 α-gal エピトープを用いた膵癌に対する新規免疫療法 A practical strategy to pancreatic cancer immunotherapy 

using resected tumor lysate vaccines expressing α-gal epitopes  Poster Sessions

11. 西山光郎、恒富亮一、吉村 清、松隈 聰、兼清信介、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、

永野浩昭 肝癌由来細胞株から誘導した癌幹細胞様細胞における転移能および上皮間葉系転換に関する解析 Metastatic ability 

and the epithelial-mesenchymal transition in induced cancer stem-like hepatoma cells Poster Sessions

12. カルマ ブディマン、藤田知信、硲 彰一、奥野清隆、Matoba Ryo、竹政伊知朗、河上 裕 Immuno-genomic subtypes of 

stage II colon cancers related with prognosis following surgery Oral sessions

第54回日本移植学会総会 10/3-5 東京 ホテルオークラ東京

1.    中島正夫、徳光幸生、松井洋人、新藤芳太郎、松隈 聰、吉田 晋、友近 忍、飯田通久、徳久善弘、坂本和彦、鈴木伸明、

武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 生体肝移植後に出現した脾動脈瘤に対して血管内治療を施行した１例

一般演題デジタルポスター

2. 松隈 聰、徳光幸生、新藤芳太郎、松井洋人、中島正夫、兼清信介、友近 忍、吉田 晋、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、

吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 日本の移植医療発展のために～我々、若手医療者がなすべきことと移植学会への提

言～ 特別シンポジウム

3. 藤原康弘、徳光幸生、坂本和彦、松井洋人、松隈 聰、中島正夫、 飯田通久、友近 忍、吉田 晋、鈴木伸明、武田 茂、

吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 生体肝移植後に致死性不整脈により死亡した一例 一般演題デジタルポスター

第56回日本癌治療学会学術集会 10/18-20 神奈川 パシフィコ横浜

1. 永野浩昭 基調講演3 Circulating-tumor DNA as a marker for prognosis in patients with pancreatic cancer 基調講演 司

会

2. 永野浩昭 パネルディスカッション6 胆道癌に対する集学的治療の現状 パネルディスカッション 司会

3. 硲 彰一 ポスター20 大腸癌・小腸癌：診断・バイオマーカー-1 ポスター 司会

4. 井岡達也、金井雅史、猪飼伊和夫、落合登志哉、味木徹夫、寺嶋宏明、小林省吾、江口英利、瀬尾 智、豊田昌徳、竹村茂一、

柳本泰明、生駒久視、波多野悦朗、永野浩昭 多施設研究によって胆道癌の臨床研究を賦活化する パネルディスカッション

2. 金井雅史、波多野悦朗、永野浩昭、井岡達也 胆道癌に対する薬物療法の動向 パネルディスカッション

3. 宮川貴行、亀井治人、久我貴之、川中明宏、上本かおり、久山彰一、佐々木秀法、吉野茂文 山口県下での制吐療法の実態調査

ポスター

4. 前田訓子、山本 滋、千々松日香里、鈴木伸明、武田 茂、長島由紀子、久保秀文、永野浩昭 乳癌腫瘍における Tim-3 ならび

に Galectin-9 発現と予後の検討 一般口演

5. 吉野茂文、武田 茂、飯田通久、兼清信介、西山光郎、鈴木伸明、吉田 晋、友近 忍、徳光幸生、前田訓子、山本 滋、

硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 切除不能・再発胃癌に対する weekly nab-paclitaxel + ramucirumab による2 次化学療法 一

般口演

6. 武田 茂、兼清信介、飯田通久、西山光郎、徳光幸生、友近 忍、鈴木伸明、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、

永野浩昭食道癌術前化学療法時の FDG-PET/CT の SUV の減少と予後に関する検討 一般口演

7. 小林省吾、永野浩昭、波多野悦朗、瀬尾 智、寺嶋宏明、味木徹夫、佐竹悠良、亀井敬子、藤山泰二、廣瀬哲朗、猪飼伊和夫、

竹村茂一、柳本泰明、森田智視、井岡達也 胆道癌術後の大量肝切除状態における GEMまたは S-1 療法の第I/II 相試験

(KHBO1003/1208)  一般口演

8. 佐藤陽子、山本 滋、前田訓子、鈴木伸明、武田 茂、長島由紀子、久保秀文、永野浩昭 Stage Ⅳ 乳がんの手術症例の検討 ポ

スター

9. 中島正夫、徳光幸生、松隈 聰、松井洋人、新藤芳太郎、兼清信介、飯田通久、徳久善弘、坂本和彦、鈴木伸明、武田 茂、

吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 腹腔鏡下肝切除の経験を生かした、胆嚢癌疑診例に対する腹腔鏡アプローチ ポス

ター

10. 恒富亮一、吉村 清、松隈 聰、西山光郎、兼清信介、徳光幸生、友近 忍、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、山本 滋、

吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 誘導癌幹細胞における免疫逃避機構関連遺伝子の同定 ポスター

11. 仁科智裕、森脇俊和、那須淳一郎、松本俊彦、沖津 宏、白石 猛、永野浩昭、森山一郎、永坂岳司、吉満政義、谷岡洋亮、 野

坂仁愛、菊池 隆、山内理海、篠崎勝則 化学療法未治療の進行・再発大腸癌に対する FOLFOXIRI + ベバシズマブ療法の初期

安全性 一般口演
34
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第51回日本甲状腺外科学会学術集会 10/25-26 神奈川 横浜ベイホテル東急

1. 山本 滋、前田訓子、千々松日香里、長島由紀子、久保秀文、鈴木伸明、武田 茂、永野浩昭 Marine-Lenhart 症候群の1例

一般演題（ポスター）

JDDW 2018 第26回日本消化器関連学会週間 11/1-4 兵庫 神戸コンベンションセンター

1. 永野浩昭 ウイルス制御下での肝癌診療アルゴリズムの展望 ≪携帯アナライザー≫ 統合プログラム 司会

2. 硲 彰一 大腸18 デジタルポスターセッション 司会

3. 瀬尾 智、永野浩昭、井岡達也 胆道癌治療成績向上のための多施設共同試験の現状と展望 (KHBOの取り組み)  パネルディ

スカッション

4. 和田浩志、江口英利、永野浩昭 C型肝炎関連肝細胞癌におけるウイルス排除（SVR）の外科治療成績への影響 統合プログラ

ム

5. 松井洋人、徳久善弘、徳光幸生、松隈 聰、兼清信介、友近 忍、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、

上野富雄、永野浩昭 教室における Borderline resectable 膵癌に対する術前補助化学療法の治療成績 デジタルポスターセッ

ション

6. 松隈 聰、吉村 清、藤原康弘、井上萌子、布施雅規、小賀厚徳、恒富亮一、徳光幸生、徳久善弘、坂本和彦、兼清信介、

友近忍、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、江口英利、上野富雄、永野浩昭 膵癌幹細胞に高発現した分

子 calreticulin の臨床的意義 デジタルポスターセッション

7. 武田 茂、兼清信介、飯田通久、北原正博、西山光郎、徳光幸生、友近 忍、鈴木伸明、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、

永野浩昭 胸腔鏡下食道切除術における高齢者食道癌症例の検討 デジタルポスターセッション

8. 友近 忍、末広 寛、鈴木伸明、徳光幸生、兼清信介、徳久善弘、飯田通久、松本俊彦、坂本和彦、武田 茂、吉野茂文、

硲 彰一、山崎隆弘、上野富雄、永野浩昭 大腸癌スクリーニングとしての便中 DNA 測定の有用性 デジタルポスターセッショ

ン

9. 鈴木伸明、硲 彰一、桑原太一、友近 忍、田中宏典、兼清信介、徳光幸生、飯田通久、徳久善弘、武田 茂、山本 滋、

吉野 茂文、藤田知信、河上 裕、上野富雄、永野浩昭 治癒切除後 Stage II / III 大腸癌における予後予測マーカーの検討

デジタルポスターセッション

10. 木村祐太、鈴木伸明、友近 忍、徳光幸生、兼清信介、飯田通久、徳久善弘、坂本和彦、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、

上野富雄、永野浩昭 Stage IV 大腸癌の治療成績 デジタルポスターセッション

11. 兼清信介、武田 茂、飯田通久、西山光郎、北原正博、徳光幸生、友近 忍、徳久善弘、鈴木伸明、山本 滋、吉野茂文、

硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 食道癌術後呼吸器合併症に対する考察と対策 デジタルポスターセッション

12. 徳光幸生、徳久善弘、坂本和彦、兼清信介、友近 忍、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、

永野浩昭 腹腔鏡下系統的肝切除における胆嚢板牽引を用いた肝門部グリソン確保 デジタルポスターセッション

13. 飯田通久、武田 茂、兼清信介、西山光郎、徳光幸生、友近 忍、鈴木伸明、山本 滋、硲 彰一、吉野茂文、上野富雄、

永野浩昭 高齢者胃癌における幽門側胃切除術の成績 デジタルポスターセッション

14. 恒富亮一、西山光郎、藤原信行、松隈 聰、兼清信介、友近 忍、徳光幸生、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、山本 滋、

吉野茂文、上野富雄、硲 彰一、永野浩昭 がん幹細胞様細胞と臨床サンプルとの統合解析により同定されたがん幹細胞関連

遺伝子 デジタルポスターセッション

第73回日本大腸肛門病学会学術集会 11/9-10 東京 京王プラザホテル

1. 友近 忍、鈴木伸明、吉田 晋、徳光幸生、兼清信介、徳久善弘、飯田通久、坂本和彦、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、

硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 再発直腸脱に対し腹腔鏡下観察の後に Delorme 手術を施行した一例 一般演題（ポスター）

第28回日本乳癌検診学会学術総会 11/23-24 大阪 大阪国際会議場

1. 山本 滋、長島由紀子、久保秀文 サイズの小さいセンチネルリンパ節に対するソナゾイド造影超音波検査の経験 ポスター
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第80回日本臨床外科学会総会 11/22-24 東京 グランドプリンスホテル新高輪国際館パミール

1. 永野浩昭 ビデオワークショップ 血行再建を伴う肝切除の適応と手技：安全性と根治性の両立を目指して ビデオワーク

ショップ 司会

2. 硲 彰一 主題関連演題 横行結腸癌に対する腹腔鏡下手術：安全な外科手術を目指して 主題関連演題 司会

3. 中島正夫、和田浩志、小林省吾、友國 晃、高橋秀典、徳光幸生、新藤芳太郎、松井洋人、松隈 聰、鈴木伸明、武田 茂、

吉野茂文、硲 彰一、江口英利、永野浩昭 C型肝炎に起因する肝細胞癌の肝切除後予後は術前SVRにより改善される－多施設共

同研究 シンポジウム

4. 松井洋人、徳光幸生、新藤芳太郎、松隈 聰、中島正夫、兼清信介、友近 忍、吉田 晋、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、

吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 教室における切除可能膵癌に対する術前化学療法の治療成績 主題関連演題

5. 新藤芳太郎、徳光幸生、松井洋人、中島正夫、松隈 聰、兼清信介、友近 忍、吉田 晋、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、

吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 当科における Borderline resectable 膵癌に対する治療戦略と成績 主題関連演題

6. 徳光幸生、新藤芳太郎、松井洋人、松隈 聰、中島正夫、兼清信介、友近 忍、吉田 晋、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、

吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 腹腔鏡下系統的肝切除を定型化するための術野展開の工夫 主題関連演題

7. 武田 茂、兼清信介、飯田通久、西山光郎、中島千代、山本常則、徳光幸生、友近 忍、吉田 晋、鈴木伸明、山本 滋、

吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 高齢者食道癌に対する胸腔鏡下食道切除術の検討 一般演題（口演）

8. 吉田 晋、鈴木伸明、木村祐太、友近 忍、徳光幸生、兼清信介、前田訓子、飯田通久、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、

硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 下行結腸癌に対する手術成績 一般演題（口演）

9. 木村祐太、鈴木伸明、吉田 晋、友近 忍、徳光幸生、兼清信介、飯田通久、徳久善弘、坂本和彦、武田 茂、山本 滋、

吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 原発性小腸癌10例の臨床経験 一般演題（口演）

10. 千々松日香里、山本 滋、前田訓子、鈴木伸明、武田 茂、長島由紀子、久保秀文、永野浩昭 当科における手術不能・再発乳

癌に対する Palbociclib の使用経験 一般演題（示説）

11. 富丸慶人、江口英利、岩上佳史、大村仁昭、武田 裕、堂野恵三、永野浩昭、森 正樹、土岐祐一郎 尾側膵切除術後膵瘻予防

におけるポリグリコール酸フェルトの有用性に関する検討 一般演題（口演）

12. 友近 忍、鈴木伸明、吉田 晋、徳光幸生、新藤芳太郎、兼清信介、飯田通久、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、

上野富雄、永野浩昭 直腸癌術後の一時的人工肛門造設：結腸人工肛門造設の有用性 パネルディスカッション

13. 鈴木伸明、吉田 晋、友近 忍、兼清信介、徳光幸生、前田訓子、飯田通久、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、

上野富雄、永野浩昭 当科における直腸脱に対する腹腔鏡下直腸固定術の術式変遷と再発例の検討 ワークショップ

14. 松隈 聰、徳光幸生、新藤芳太郎、松井洋人、中島正夫、兼清信介、友近 忍、吉田 晋、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、

吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 腹腔鏡下肝切除術における安定した離断面展開の工夫と安全な実質離断の実際 ビデ

オワークショップ

15. 古谷 圭、長島由紀子、北原正博、近藤潤也、前田祥成、蘓村秀明、矢原 昇、安部俊弘、林 弘人、久保秀文、山本 滋、

永野浩昭 乳腺神経内分泌癌（NEC）の１例 一般演題（口演）

16. 和田浩志、江口英利、松隈 聰、野田剛広、友國 晃、岩上佳史、秋田裕史、浅岡忠史、後藤邦仁、小林省吾、高橋秀典、

永野浩昭、土岐祐一郎、森 正樹 下大静脈・右心房に達する高度脈管侵襲を伴った進行肝癌に対する肝切除術 ビデオワーク

ショップ

17. 西田裕紀、徳光幸生、松隈 聰、松井洋人、新藤芳太郎、兼清信介、友近 忍、吉田 晋、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、

吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 先天性門脈体循環シャントに対してシャント血管結紮術を施行した１例 一般演題

（口演）

18. 宮本敦史、山田晃正、後藤邦仁、浅岡忠史、小林省吾、江口英利、清水潤三、金 庸国、辻江正徳、野田剛広、横山茂一、

武田 裕、永野浩昭、土岐祐一郎、森 正樹 肝切除症例におけるドレーン留置に関する前向きコホート研究 一般演題（口演）

19. 長島由紀子、古谷 圭、北原正博、近藤潤也、前田祥成、蘓村秀明、矢原 昇、安部俊弘、林 弘人、久保秀文、山本 滋、

永野浩昭 画像および針生検で術前に乳癌を強く疑った乳管内乳頭腫の１例 一般演題（示説）

第31回日本外科感染症学会総会学術集会 11/28-29 大阪 ナレッジキャピタルコングレコンベンションセンター

1. 松隈 聰、徳光幸生、坂本和彦、徳久善弘、新藤芳太郎、松井洋人、兼清信介、友近 忍、吉田 晋、飯田通久、鈴木伸明、

武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭 腹腔鏡下肝切除における術後感染性合併症 ポスター

2. 武田 茂、兼清信介、飯田通久、西山光郎、徳光幸生、友近 忍、吉田 晋、鈴木伸明、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、

上野富雄、永野浩昭 食道癌術後に発症した壊死性軟部組織感染症の検討 ポスター
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第31回日本内視鏡外科学会総会 12/6-8 福岡 福岡サンパレスホテル&ホール

1. 吉野茂文 デジタルポスター4 偶発症・合併症 デジタルポスター 司会

2. 永野浩昭 一般演題182 肝臓3 一般演題 司会

3. 吉田 晋、鈴木伸明、木村祐太、友近 忍、徳光幸生、兼清信介、飯田通久、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、

上野富雄、永野浩昭 下行結腸癌に対する内視鏡手術の安全性に関する検討 一般演題

4. 徳光幸生、新藤芳太郎、松井洋人、松隈 聰、中島正夫、兼清信介、友近 忍、吉田 晋、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、

吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 鏡視下肝切除における胆嚢板牽引法を用いた右葉系グリソン確保 一般演題

5. 飯田通久、武田 茂、兼清信介、山本常則、中島千代、西山光郎、徳光幸生、新藤芳太郎、友近 忍、吉田 晋、鈴木伸明、

硲 彰一、吉野茂文、上野富雄、永野浩昭 進行胃癌に対する腹腔鏡下胃上部郭清の工夫 デジタルポスター

6. 中島正夫、徳光幸生、新藤芳太郎、松井洋人、松隈 聰、兼清信介、友近 忍、吉田 晋、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、

吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 Difficulty Scoring System は完全鏡視下再肝切除術においても手術難度評価因子

となりうる ワークショップ

7. 鈴木伸明、吉田 晋、友近 忍、兼清信介、新藤芳太郎、徳光幸生、飯田通久、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、

上野富雄、永野浩昭 腹腔鏡下脾彎曲部癌手術における剥離ラインとリンパ節郭清範囲の定型化 一般演題

8. 友近 忍、鈴木伸明、吉田 晋、徳光幸生、新藤芳太郎、兼清信介、飯田通久、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、

上野富雄、永野浩昭 副右結腸静脈損傷を来した腹腔鏡補助下回盲部切除術の2例 一般演題

9. 松隈 聰、徳光幸生、新藤芳太郎、松井洋人、中島正夫、兼清信介、友近 忍、吉田 晋、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、

吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 右肝静脈背側領域（右側尾状葉、S7背側）に位置する小腫瘍に対する腹腔鏡下肝

切除 一般演題

第42回日本肝臓学会東部会 12/7-8 東京 ザ・プリンスパークタワー東京

1. 松隈 聰、恒富亮一、永野浩昭 次世代シーケンサーを用いた肝癌幹細胞の病態および転移能解析 シンポジウム

第31回日本バイオセラピィ学会学術集会総会 12/13-14 東京 京王プラザホテル

1. 硲 彰一 特別シンポジウム「Precision Biotherapy の未来」特別シンポジウム 司会

2. 永野浩昭 一般演題2「分子細胞解析」一般演題 司会

3. 鈴木伸明 一般演題3「治療開発評価」一般演題 司会

4. 吉野茂文 要望演題3-1「免疫細胞療法・新規免疫療法(1)」要望演題 司会

5. 山本常則、硲 彰一、鈴木伸明、中島正夫、松井洋人、徳光幸生、兼清信介、友近 忍、吉田 晋、飯田通久、武田 茂、

山本 滋、吉野茂文、藤田知信、河上 裕、永野浩昭 大腸癌における腫瘍浸潤リンパ球と末梢血中サイトカインの関係 シ

ンポジウム

6. 新藤芳太郎、硲 彰一、恒富亮一、中島正夫、松井洋人、松隈 聰、兼清信介、徳光幸生、友近 忍、吉田 晋、飯田通久、

鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、森崎 隆、遠藤 格、玉田耕治、永野浩昭 ネオアンチゲンを標的とした膵癌に対する新規

免疫療法の開発.  特別シンポジウム

7. 中上裕有樹、硲 彰一、鈴木伸明、吉田 晋、友近 忍、兼清信介、松井洋人、新藤芳太郎、中島正夫、恒富亮一、前田広道、

岩本慈能、大庭幸治、岡山直子、末広 寛、山崎隆弘、坂本純一、三嶋秀行、永田直幹、永野浩昭 EGFR，FcgR2A，

FcgR3A 遺伝子多型と Cetuximab を含む化学療法の効果との関連性 要望演題

8. 桑原太一、硲 彰一、鈴木伸明、中島正夫、松井洋人、徳光幸生、兼清信介、友近 忍、吉田 晋、飯田通久、武田 茂、

山本 滋、吉野茂文、藤田知信、河上 裕、永野浩昭 StageII 大腸癌における予後因子の検討-RAS/BRAF 遺伝子変異並び

に腫瘍浸潤リンパ球の解析から- 一般演題

9. 山田健介、硲 彰一、山本常則、中島千代、桑原太一、中島正夫、竹之内寛子、松井洋人、新藤芳太郎、兼清信介、徳光幸生、

友近 忍、吉田 晋、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、上野富雄、永野浩昭 大腸癌ペプチドワクチン

療法における効果予測マーカーとしての Sonic hedgehog の検討 一般演題

10. 硲 彰一 がんゲノム情報と癌ワクチン療法 合同シンポジウム

11. 鈴木伸明、硲 彰一、中島正夫、松隈 聰、松井洋人、新藤芳太郎、兼清信介、徳光幸生、友近 忍、前田訓子、飯田通久、

吉田 晋、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、玉田耕治、上野富雄、永野浩昭 消化器癌に対する新規複合免疫・ペプチドワク

チン療法における細胞性免疫の解析 ワークショップ

12. 松井洋人、硲 彰一、中島正夫、松隈 聰、兼清信介、徳光幸生、新藤芳太郎、恒富亮一、友近 忍、吉田 晋、飯田通久、

鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、玉田耕治、上野富雄、永野浩昭 肝細胞癌切除後の HSP70mRNA 導入樹状細胞療法を用い

た術後補助療法 要望演題

13. 兼清信介、硲 彰一、恒富亮一、松井洋人、鈴木伸明、中島正夫、新藤芳太郎、徳光幸生、友近 忍、吉田 晋、飯田通久、

武田 茂、山本 滋、吉野茂文、玉田耕治、永野浩昭 ネオアンチゲンをターゲットとした免疫療法の開発～食道癌1 例の経

験～要望演題
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第7回日本免疫・細胞治療学会学術総会 12/15 東京 シード・プランニング

1.    吉野茂文 免疫療法におけるグルカンの役割 ランチョンセミナー



地方会発表・司会
第18回食道手術ビデオ懇話会 1/5 大阪 ジョンソン エンドジョンソン 大阪支店
1. 兼清信介 ビデオ提示 ビデオ提示

Immuno-Oncology Seminar -Gastric Cancer- 1/10 山口 山口グランドホテル
1. 永野浩昭 Session2  セッション 座長
2. 飯田通久 再発胃癌に対するオプジーボの使用経験 セッション
3. 吉野茂文 山口大学における irAE マネジメント連携の構築 セッション

山口県東部地区乳癌研究会 1/12 山口 JCHO徳山中央病院
1. 山本 滋 山口大学における乳癌薬物療法の実際－再発治療を中心として－ 特別講演

～大腸癌治療の今後の展望～ 1/24 山口 山口グランドホテル
1. 永野浩昭 特別講演 特別講演 座長

免疫チェックポイント阻害薬副作用対策セミナー 1/25 山口 徳山中央病院
1. 吉野茂文 山口大学における irAE マネジメント連携の構築 講演

第39回九州肝臓外科研究会学術集会 1/27 福岡 大塚製薬グループビル
1.    徳光幸生、坂本和彦、徳久善弘、松隈 聰、松井洋人、兼清信介、友近 忍、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、

硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 腹腔鏡下肝切除における視野展開の工夫とコツ ビデオセッション
2.    徳久善弘、徳光幸生、松隈 聰、松井洋人、藤本拓也、兼清信介、友近 忍、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、山本 滋、

吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 当科におけるVp3/Vp4肝細胞癌に対する治療成績

山口県 外科・救急真菌症カンファレンス2018 2/1 山口 山口グランドホテル
1. 永野浩昭 ミニレクチャー ミニレクチャー 座長

臨床肝移植セミナー～多職種で進める山口の肝移植～ 2/2 山口 霜仁会館
1. 永野浩昭 総合司会
2. 松隈 聰 肝移植と血栓症、ATⅢ製剤について 一般演題
3. 山本常則 肝移植の集中治療 一般演題

第17回中国・四国臨床腫瘍研究会セミナー 2/3 岡山 岡山プラザホテル
1. 吉野茂文 消化器がん領域のABC 講演

第35回山口県食道疾患研究会 2/16 山口 山口グランドホテル
1. 北原正博、武田 茂、西山光郎、兼清信介、飯田通久、徳光幸生、友近 忍、徳久善弘、鈴木伸明、吉野茂文、硲 彰一、

永野浩昭 頸部胸部食道癌に対する喉頭温存頸部高位胃管吻合 一般演題

第13回宇部・小野田圏域緩和ケア事例検討会 2/22 山口 山口大学医学部付属病院
1. 田中宏典 人生最後に自宅で整理を行うことを希望された大腸がん事例

最先端のがん医療を知り・身につけ・実践するための研修会 第1回 2/22 山口 宇部市多世代ふれあいセンター
1. 山本 滋 薬剤師が知っておきたい乳がんの基礎知識 第1回－診断から外科治療まで－ 特別講演 講師

医療現場からのニーズ・シーズ発表会 3/1 山口 霜仁会館
1. 山本 滋 “加圧”に着目した乳がん関連製品開発の提案 ニーズ発表会

第22回山口県肛門疾患懇談会 3/3 山口 山口グランドホテル
1.    友近 忍、硲 彰一、鈴木伸明、田中宏典、兼清信介、徳光幸生、徳久善弘、飯田通久、坂本和彦、武田 茂、山本 滋、

吉野茂文、永野浩昭 腹腔鏡下直腸固定術、術後再発に対する Delorme法 の有効性

第46回中国四国甲状腺外科研究会 3/10 島根 くにびきメッセ
1. 佐藤陽子、山本 滋、前田訓子、鈴木伸明、武田 茂、長島由紀子、久保秀文、永野浩昭 二次性副甲状腺機能亢進症の手術

症例の検討 一般演題

第4回九州胆・膵癌治療フォーラム 3/10 福岡 TKPガーデンシティPREMIUM博多駅前
1. 永野浩昭 膵癌の外科的治療 特別講演

第1回山口消化管内視鏡外科研究会 5/16 山口 ANAクラウンプラザホテル宇部

1. 永野浩昭 ミニレクチャー2山口県における消化管内視鏡外科の現状―県内アンケート調査報告と施設の取り組み― ミニレク

チャー 座長

第6回難治性疾患トランスレーションセミナーゲノム解析を基盤とするがんと老化関連疾患の病態解明 3/15 山口 霜仁会館
1. 兼清信介 免疫療法とゲノム解析

第13回山口県消化管セミナー 3/26 山口 ANAクラウンプラザホテル宇部
1. 木村祐太、鈴木伸明、友近 忍、徳光幸生、兼清信介、徳久善弘、飯田通久、坂本和彦、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、

上野富雄、永野浩昭 当科における TFTD の使用経験 一般演題
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松江 肺がんチーム医療ワークショップ～免疫療法と irAE マネジメントのチームとしての取り組みについて～ 3/31 島根 ホテ
ル一畑
1. 吉野茂文 山口大学医学部附属病院における irAE マネジメント連携の構築

西日本シーメンスTDM講演会 4/14 大阪 ヒルトン大阪

1. 永野浩昭 教育講演 教育講演 座長

G.I. Cancer Expert Meeting in Yamaguchi 4/16 山口 霜仁会館
1. 永野浩昭 ClosingRemarks
2. 飯田通久 胃癌治療 UP TO DATE 講演

第14回宇部・小野田圏域緩和ケア事例検討会 4/23 山口 山口大学医学部付属病院
1.    西山光郎 治療中止を決断し緩和ケア病棟へ転院された胃がん事例

第4回山口膵・胆道疾患研究会 5/8 山口 霜仁会館
1. 松井洋人 進行中の臨床研究「切除可能境界膵癌に対する術前化学療法に関する多施設共同前向き観察研究」登録状況
2. 松井洋人 計画中の臨床研究 副次研究：術前化学療法中の胆道ドレナージ
3. 徳光幸生 計画中の臨床研究 胆嚢癌疑診例に対する腹腔鏡下手術
4. 松隈 聰 計画中の臨床研究膵癌化学療法時の栄養管理について

日本統合医療学会免疫部会設立記念学術講演会 5/12 熊本 くまもと県民交流館パレア
1.    吉野茂文 統合医療における免疫療法の役割

小野薬品工業株式会社 胃癌に関する社内研修会 9/4 山口
1. 吉野茂文 胃癌薬物療法の現状と今後の治療方針 特別講演

第1回山口消化管内視鏡外科研究会 5/16 山口 ANAクラウンプラザホテル宇部
1. 永野浩昭 ミニレクチャー2山口県における消化管内視鏡外科の現状―県内アンケート調査報告と施設の取り組み― ミニレク

チャー 座長
2. 兼清信介 ＜話題提供＞ Wound Closure Contest（WCC） のご紹介 話題提供
3. 鈴木伸明 ミニレクチャー1内視鏡外科技術認定医取得に向けてのポイント演題2 大腸 ミニレクチャー
4. 飯田通久 ミニレクチャー2山口県における消化管内視鏡外科の現状―県内アンケート調査報告と施設の取り組み―演題1 胃

ミニレクチャー

第414回川崎医学会講演会 5/17 岡山 川崎医科大学総合医療センター
1. 永野浩昭 大阪の外科医が山口ではじめる肝胆膵・移植外科 講演 講師

第39回癌免疫外科研究会 5/17-18 岐阜 岐阜都ホテル
1. 硲 彰一 一般演題（口演）3 消化器 一般演題（口演） 司会
2. 竹之内寛子、中島千代、硲 彰一、兼清信介、中島正夫、松井洋人、北原正博、田中宏典、桑原太一、友近 忍、飯田通久、

徳久善弘、鈴木伸明、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、荻原宏是、浜本義彦、上野富雄、永野浩昭 血清タンパク質網羅的解
析による大腸癌新規予後マーカーの探索 要望演題

3. 中島正夫、硲 彰一、鈴木伸明、新藤芳太郎、竹之内寛子、松井洋人、兼清信介、友近 忍、徳久善弘、武田 茂、吉野茂文、
田中浩昭、有賀 淳、楳田祐三、島田光生、藤田知信、河上 裕、玉田耕治、上野富雄、永野浩昭 良好な患者栄養状態は末
梢血リンパ球の免疫抑制状態を改善し膵癌ペプチドワクチン療法の効果向上に寄与する 要望演題

4. 友近 忍、硲 彰一、鈴木伸明、田中宏典、兼清信介、松井洋人、中島正夫、桑原太一、徳光幸生、坂本和彦、武田 茂、
山本 滋、吉野茂文、藤田知信、河上 裕、奥野清隆、玉田耕治、石井 健、上野富雄、永野浩昭 ドラッグリポジショニン
グによる抑制性免疫制御とペプチドカクテル＋CpGの第I相臨床試験 一般演題（口演）

5. 兼清信介、硲 彰一、恒富亮一、松井洋人、鈴木伸明、中島正夫、田中宏典、徳光幸生、友近 忍、飯田通久、武田 茂、
山本 滋、吉野茂文、遠藤 格、玉田耕治、永野浩昭 全エクソン解析により化学療法前後のネオアンチゲン候補探索を行っ
た膵癌の1例 一般演題（口演）

6. 鈴木伸明、硲 彰一、中島正夫、田中宏典、北原正博、松隈 聰、松井洋人、兼清信介、徳光幸生、友近 忍、徳久善弘、
飯田通久、武田 茂、山本 滋、吉野茂文、玉田耕治、上野富雄、永野浩昭 新規アジュバントを用いたマルチHLA結合がん
ペプチド療法の第Ｉ相試験 要望演題

7. 桑原太一、硲 彰一、鈴木伸明、中島正夫、松井洋人、徳光幸生、兼清信介、友近 忍、飯田通久、徳久善弘、坂本和彦、
武田 茂、山本 滋、吉野茂文、藤田知信、河上 裕、永野浩昭 RAS/BRAF遺伝子変異と腫瘍浸潤リンパ球からみたStageII
大腸癌における無再発生存期間の検討 要望演題

8. 吉野茂文、武田 茂、鈴木伸明、飯田通久、徳久善弘、友近 忍、兼清信介、徳光幸生、北原正博、西山光郎、山本 滋、
硲 彰一、上野富雄、山崎隆弘、永野浩昭 当院におけるirAE マネジメント連携の構築 要望演題

9. 松井洋人、硲 彰一、中島正夫、松隈 聰、兼清信介、徳光幸生、新藤芳太郎、恒富亮一、友近 忍、飯田通久、徳久善弘、
鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、上野富雄、永野浩昭 膵癌根治切除後におけるmodified Glasgow Prognostic Scoreの有用
性の検討 ポスターセッション

10. 川村純一郎、杉浦史哲、助川 寧、吉岡康多、肥田仁一、硲 彰一、奥野清隆 StageIII大腸癌に対する術後補助ペプチドワ
クチン療法における細胞障害性T細胞(CTL)反応の臨床的意義 要望演題

Colorectal Cancer Expert Meeting in Yamaguchi 5/23 山口 山口グランドホテル
1. 永野浩昭 ディスカッション 「後方ラインでの進行再発大腸癌治療戦略」ディスカッション 司会
2. 鈴木伸明 ディスカッサント 「後方ラインでの進行再発大腸癌治療戦略」 ディスカッション

第17回京都肝臓グループの会学術講演会 5/26 京都 京都リサーチパーク
1. 永野浩昭 肝移植―現状、課題、山口での再開―  講演

第2回山口乳癌研究会 5/30 山口 山口グランドホテル
1. 永野浩昭 司会
2. 山本 滋 山口県の乳がん診療を考える
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第77回山口県臨床外科学会 6/3 山口 宇部市医師会館
1.    中島正夫、徳光幸生、坂本和彦、徳久善弘、松井洋人、松隈 聰、新藤芳太郎、兼清信介、友近 忍、飯田通久、鈴木伸明、

武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、永野浩昭 腹腔鏡下系統的肝切除における胆嚢板牽引を用いた肝門部グリソン確保
一般演題セッション

2. 前田訓子、山本 滋、千々松日香里、鈴木伸明、武田 茂、長島由紀子、久保秀文、永野浩昭 悪性リンパ腫との鑑別が困難で
あった乳腺 lgG4 関連疾患の一例 一般演題セッション

3. 友近 忍、鈴木伸明、吉田 晋、徳光幸生、兼清信介、飯田通久、武田 茂、山本 滋、 吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、
永野浩昭腹腔鏡下直腸固定術、術後再発に対する Delorme 法の有効性 一般演題セッション

4. 山本常則、武田 茂、兼清信介、飯田通久、西山光郎、徳光幸生、友近 忍、吉田 晋、鈴木伸明、硲 彰一、吉野茂文、
上野富雄、永野浩昭 術前サルコペニアが食道癌患者の術後短期成績に及ぼす影響 一般演題セッション

第14回山口県外科感染症研究会 6/13 山口 ANAクラウンプラザホテル宇部
1.    山本常則、武田 茂、兼清信介、飯田通久、西山光郎、徳光幸生、友近 忍、吉田 晋、鈴木伸明、硲 彰一、吉野茂文、

永野浩昭 食道癌術後に第14回山口県外科感染症研究会発症した壊死性軟部組織感染症の2例 一般演題

第47回備後肝胆膵研究会 6/19 広島 福山ニューキャッスルホテル
1. 永野浩昭 胆道癌に対する外科治療と治療成績向上のための試み 特別講演

山口亜鉛補充療法講演会 6/20 山口 霜仁会館
1. 永野浩昭 特別講演 特別講演 座長

周南地域 市民がん公開講座 7/7 山口 徳山中央病院
1. 鈴木伸明 知っておきたい大腸がんのはなし 講演

Yamaguchi Workshop for Esophageal Cancer 7/18 山口 霜仁会館
1. 永野浩昭 特別講演 特別講演 座長
2. 兼清信介 当科における食道癌手術の取り組みと課題 一般演題

CRCC-山口 Colorectal Cancer Conference 7/25 山口 山口グランドホテル
1. 永野浩昭 特別講演ディスカッション 特別講演ディスカッション 座長
2. 木村祐太 当科でのアフリベルセプトベータの使用経験とマネジメント 一般公演

Thrombomodulin seminar～癌転移と凝固異常～ 7/27 山口 霜仁会館
1.    永野浩昭 座長

第2回シンポジウム人工知能・システム医学による難治性疾患への新たな挑戦 8/4 山口 KKR山口あさくら
1. 吉野茂文 山口県のがん診療連携を活用した AI の展開 講演

癌治療における医療統計勉強会 8/9 山口 霜仁会館
1. 硲 彰一 Session 1 司会
2. 永野浩昭 Session 2 座長
3. 鈴木伸明 新規複合免疫・ペプチド療法の開発と肝細胞がん周術期治療への展開

中国・四国広域がんプロ養成コンソーシアムインテンシブ生涯教育コース川崎医科大学附属病院 がんセンター第23回Cancer
Seminar 8/25 岡山 川崎医科大学
1. 硲 彰一 がんは免疫で治す－免疫チェックポイント阻害剤、ネオアンチゲン、そしてその先へ－ 特別講演

36回中国四国臨床臓器移植研究会 8/18 山口 海峡メッセ下関
1. 徳光幸生 肝移植 座長
2. 藤原康弘、徳光幸生、坂本和彦、徳久善弘、松隈 聰、松井洋人、藤本拓也、兼清信介、友近 忍、飯田通久、鈴木伸明、

武田 茂、山本 滋、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、和田浩志、後藤邦仁、永野浩昭 下腸間膜静脈グラフト間置による中肝
静脈を再建した肝移植ドナー手術の一例

3. 中島正夫、徳光幸生、熊野由美子、坂本和彦、徳久善弘、松井洋人、松隈 聰、新藤芳太郎、兼清信介、友近 忍、飯田通久、
鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、山﨑隆弘、永野浩昭 早期の診断と治療により改善し得た生体肝移植術
後 passenger lymphocyte syndrome の1例

萩市医師会学術講演会消化器がんセミナー in 萩 8/29 山口 千春楽
1. 永野浩昭 胆道癌に対する外科治療と成績向上のための試み 特別講演

山陽小野田薬剤師会・宇部薬剤師会合同研修会最先端のがん医療を知り・身につけ・実践するための研修会 第2回 9/4 山口 き
らら交流館
1. 山本 滋 薬剤師が知っておきたい 乳がんの基礎知識 第二回 ―術前・術後の薬物療法ー 講演 講師

第14回山口県消化管セミナー 9/5 山口 ANAクラウンプラザホテル
1. 武田 茂 一般演題 一般演題 座長
2. 永野浩昭 特別講演 特別講演 座長
3. 山本常則、武田 茂、兼清信介、飯田通久、西山光郎、徳光幸生、友近 忍、吉田 晋、鈴木伸明、吉野茂文、硲 彰一、上野富雄、

永野浩昭 術前化学療法を施行した食道 GIST の1切除例 一般演題

第8回遺伝子多型研究会 9/11 山口 山口大学医学部病院
1. 硲 彰一 座長
2. 恒富亮一 NGS 解析； Whole Exome Sequencing や RNA-sequencing を用いての統合解析について

第8回肝胆膵フォーラム in Yamaguchi 9/12 山口 山口グランドホテル
1. 藤原康弘、徳光幸生、中島正夫、松隈 聰、松井洋人、新藤芳太郎、兼清信介、友近 忍、前田訓子、吉田 晋、飯田通久、

鈴木伸明、武田 茂、山本 滋、上野富雄、吉野茂文、硲 彰一、永野浩昭 当教室における膵癌に対する術前化学療法 一般
公演
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座談会消化器がんにおける免疫抑制を考える 9/14 東京 丸ビルホール＆コンファレンススクエア
1. 硲 彰一、今村博司、柴田昌彦 Ⅱ 全身的な免疫抑制 抗がん剤治療に伴う免疫抑制 Ⅲ 局所における免疫抑制 免疫チェッ

クポイント Ⅳ がん免疫サイクルと免疫抑制免疫チェックポイント阻害薬の使い方を考える 座談会

看護師といっしょに考える第8回がん市民公開講座気になるすい臓がんのお話 9/29 宇部市多世代ふれあいセンター
1. 吉野茂文 一般公演 一般公演 座長
2. 松井洋人 特別講演

第13回膵癌術前治療研究会PREP2018 FUKUOKA 10/6 福岡 九州大学医学部百年講堂
1. 永野浩昭 要望演題2どのような症例までを切除前提に方針を立てるか？ 2  要望講演 コメンテーター

Conference on Surgery & Kampo 10/10 山口 ANAクラウンプラザホテル
1. 永野浩昭 基調講演 基調講演 座長

宇部青色申告会 10/11 山口 ときわ湖水ホール
1. 硲 彰一 がん治療の現状と最新の治療早期発見に必要な検査方法進んでいる個別化医療 講演 講師

第18回山口消化器病態研究会 10/11 山口 ANAクラウンプラザホテル
1.    中島正夫、和田浩志、小林省吾、友國 晃、高橋秀典、徳光幸生、松井洋人、松隈 聰、新藤芳太郎、木村祐太、桑原太一、

藤原康弘、兼清信介、友近 忍、吉田 晋、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、吉野茂文、硲 彰一、江口英利、永野浩昭
HCVに起因する肝細胞癌の肝切除後長期予後は術前SVRにより改善される 一般演題

中国・四国広域がんプロ養成コンソーシアム平成30年度 FD 研修報告会・特別講演会 10/13 岡山 岡山大学地域医療人育成
センターおかやま（MUSCAT CUBE）
1. 吉野茂文 高齢者がん FD 研修報告（SIOG 2018 Advanced Course） 報告

Japan Hepatology Academia 61 10/20 東京 シェラトン都ホテル東京
1. 永野浩昭 肝癌治療の今とこれから

市民公開講座山口県肝移植治療最前線 10/21 山口 ANAクラウンプラザホテル
1. 永野浩昭 司会
2. 永野浩昭 移植医療ってなに？ イントロダクション
3. 徳光幸生 山口大学における生体肝移植の現状

広島新庄高等学校出前講義 10/25 広島 広島新庄高等学校
1. 硲 彰一 増え続ける大腸がん～大腸がんを安全・確実になおす最新の科学～ 出前講義 講師

第24回 Cancer Forum in Yamaguchi 10/26 山口 山口グランドホテル
1. 永野浩昭 特別講演1 手術手技 特別講演 座長

Breast Cancer Seminar in山口 10/31 山口 山口グランドホテル
1. 山本 滋 特別講演 特別講演 座長

第2回山口消化管内視鏡外科研究会 11/7 山口 ANAクラウンプラザホテル
1. 永野浩昭 パネルディスカッション各病院における内視鏡外科手術の現状と取り組み パネルディスカッション 座長
2. 鈴木伸明 演題4 パネルディスカッション

第5回山口膵・胆道疾患研究会 11/13 山口 山口大学医学部付属病院
1. 永野浩昭 特別講演 特別講演
2. 松井洋人 山口膵・胆道疾患研究会 活動状況 一般演題
3. 新藤芳太郎 最新の胆膵トピックス ～JCOGレポート～ 一般演題

第2回宇部・山陽小野田地区開業医先生方との意見交換会―core member meeting― 11/15 山口 ANAクラウンプラザホテ
ル
1. 飯田通久 外科・外来紹介のシステム等について コアメンバーミーティング
2. 吉田 晋 消化器・腫瘍外科学講座のこの1年の歩み コアメンバーミーティング

Osaka GI Oncology Forum 11/16 大阪 ホテルモントレグラスミア大阪
1. 永野浩昭 Session 1 座長

第12回肝臓内視鏡外科研究会 11/21 東京 グランドプリンスホテル新高輪国際館パミール
1. 永野浩昭 一般演題1ラパ肝切除－私たちの工夫－ 一般演題 司会
2. 中島正夫、徳光幸生、新藤芳太郎、松井洋人、松隈 聰、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、永野浩昭 完全鏡視下

再肝切除術における手術難度評価因子の検討 シンポジウム
3. 徳光幸生、新藤芳太郎、松井洋人、松隈 聰 、中島正夫、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、永野浩昭 腹腔鏡肝切

除における切離法別の離断面展開の工夫 シンポジウム
4. 木村祐太、徳光幸生、新藤芳太郎、松井洋人、松隈 聰、中島正夫、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、永野浩昭 大腸癌同時

性肝転移に対する腹腔鏡下同時切除の適応基準 ワークショップ
5. 松隈 聰、徳光幸生、新藤芳太郎、松井洋人、中島正夫、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、永野浩昭 S7背側およ

び右側尾状葉に位置する小肝癌に対する腹腔鏡下肝切除 一般演題
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第10回膵臓内視鏡外科研究会 11/21 東京 グランドプリンスホテル新高輪国際館パミール
1. 松井洋人、徳光幸生、新藤芳太郎、松隈 聰、中島正夫、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、永野浩昭 腹腔鏡下膵

体尾部切除術後の断端の嚢胞に胃十二指腸動脈がsealed ruptureした一例 シンポジウム
2. 新藤芳太郎、徳光幸生、松井洋人、松隈 聰、中島正夫、吉田 晋、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、永野浩昭

当科における腹腔鏡下膵体尾部切除術の手術手技と成績 一般演題
3. 藤原康弘、徳光幸生、新藤芳太郎、松井洋人、松隈 聰、中島正夫、飯田通久、鈴木伸明、武田 茂、上野富雄、永野浩昭

若年女性に発症した肝転移を伴う膵粘液性嚢胞腺癌の1 例 一般演題

第1回食道癌手術モニタリング研究会 11/22 東京 ザ ランドマークスクエア トーキョー
1.    武田 茂 腹臥位の Intermittent 法

第2回山口肝移植診療検討会 11/28 山口 霜仁会館
1. 永野浩昭 座長
2. 桑原太一 移植後緑膿菌敗血症の一例 症例検討
3. 松隈 聰 移植学会次世代リーダー養成コースに参加して肝移植診療検討会 年間活動報告 症例検討

第152回関豊病薬会研修会 11/29 山口 海峡メッセ下関
1. 永野浩昭 消化器がん診療に於ける話題－支持療法を交えて－ 講演

第26回膵癌治療を考える会 11/30 大阪 大阪大学中之島センター
1. 永野浩昭 これからの膵癌集学的治療を考える 特別講演

山口県薬剤師フォーラム2018 12/2 山口 海峡メッセ下関
1. 山本 滋 薬剤師が知っておきたい乳がんの基礎知識 特別講演 講師

萩市地域 NST 勉強会 12/5 山口 都志見病院
1. 武田 茂 がん患者における栄養療法 特別講演

final announcement大腸癌治療アニュアルセミナー2018 12/5 群馬 ホテル1-2-3前橋マーキュリー
1. 永野浩昭 大腸癌肝転移の外科治療 特別講演

第8回難治性疾患トランスレーションセミナーエピゲノム解析を基盤とするがんと老化関連疾患の治療戦略 12/11 山口 山口大
学医学部付属病院
1. 新藤芳太郎 ゲノム解析によるがん免疫療法の治療戦略

Infectious Disease Forum in Yamaguchi 12/19 山口 国際ホテル宇部
1.    永野浩昭 特別講演 2  特別講演 座長



研究費取得状況

種別 事業名 研究者名 代表・分担 交付額 研究課題名

科研費 基盤研究(C) 永野浩昭 代表 1,300,000 膵癌幹細胞および腫瘍微小環境をターゲットとする個別化診療への展開

科研費 基盤研究(C) 硲 彰一 代表 1,400,000
膵がん幹細胞特異抗原に対するマルチHLA結合性ペプチドの同定と新規
免疫療法の開発

科研費 基盤研究(C) 吉野茂文 代表 1,100,000
胃癌における抗PD-1抗体の効果予測ー末梢血と局所の免疫担当細胞の機
能解析

科研費 基盤研究(C) 山本 滋 代表 1,700,000 
１細胞解析法による乳癌内分泌療法抵抗性の解明-血中循環腫瘍細胞から
のアプローチ

科研費 基盤研究(C) 鈴木伸明 代表 1,100,000
免疫チェックポイント阻害剤併用がんペプチド療法におけるバイオマー
カーの探索

科研費 基盤研究(C) 飯田通久 代表 1,400,000 
大腸癌肝転移に関与する癌微小環境におけるmicroRNA221・222の機
能解析

科研費 基盤研究(C) 恒富亮一 代表 1,200,000
肝細胞癌転移抑制に向けた、癌幹細胞特性を示す独自誘導Shere細胞の
標的分子解析

科研費 若手研究 徳光幸生 代表 1,500,000
術前腫瘍量因子と血清メチル化遺伝子による肝癌予後予測システムの構
築

科研費 スタート支援 北原正博 代表 900,000
食道癌化学療法の早期効果予測マーカー開発による個別化化学療法の確
立

科研費 スタート支援 松隈 聰 代表 1,600,000
膵癌幹細胞に含まれる Calreticulin 陽性細胞の幹細胞性・免疫学的機能
解析

科研費 若手研究 藤原信行 代表 1,600,000
オートファジー活性制御を介した肝細胞がん幹細胞に対する治療法の開
発

科研費 若手B 竹ノ内寛子 代表 1,600,000
がんと間質に特化した大腸がんマイクロRNAの解析に基づく免疫療法の
効果予測
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業績その他
2018 メディア

1. Club Kirara 2018年1月1日 山口県がん治療最前線 第4回 肝がん・胆道がん・膵がん 永野浩昭 徳久善弘

2. 朝日新聞 2018年1月4日 生体肝移植～山口県でも肝移植が可能に～ 永野浩昭

3. 読売新聞 2018年2月27日 救える命を助けたい 生体肝移植 永野浩昭

4. Club Kirara 2018年4月1日 山口県がん治療最前線 第5回 乳がん 永野浩昭 山本 滋

5. Club Kirara 2018年7月1日 山口県がん治療最前線 第6回 山口県のがん診療の未来にむけて 永野浩昭 兼清信介

6. 中四国医事新聞社 2018年8月20日 がん特集 当たり前の医療になれば市民も医療者も変わる 永野浩昭

7. 宇部日報 2018年10月24日 生体肝移植の現状説明 山大消化器・腫瘍外科が市民講座

8. 朝日新聞 2018年10月26日 ピンクリボン＆学んで！肝炎 inやまぐち2018 永野浩昭 前田訓子
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Clinical and research conference
2018.2.24 - winter

51

時間 全体進行係： 鈴木伸明 先生

7:30-9:15 1. 各診療グループ報告 司会： 武田 茂

乳腺内分泌グループ 山本 滋 先生

上部消化管グループ 武田 茂 先生

下部消化管グループ 鈴木伸明 先生

肝胆膵グループ 徳光幸生 先生

腫瘍センター 吉野茂文 先生

免疫療法 硲 彰一 先生

9:35-17:05 1. 研究者発表会議 2017年 研究総括： 硲 彰一 先生

午前司会： 山本 滋 先生

午後司会： 武田 茂 先生

山田健介

①Search for biomarkers of colon cancer immunochemotherapy by comprehensive 
protein analysis of tumor tissue.

②Search for biomarkers of adoptive immunotherapy and chemotherapy for pancreatic 
cancer.

藤原康弘

①Stemness of Calreticulin positive cells and the expression of molecules related to 
immune response   against pancreatic cancer stem-like cells.(2018 new)

②Analysis about Annexin A2 which are highly expressed in pancreatic cancer stem like 
cells.(2018 new)

桑原太一

①Relationship between tumor infiltrating  lymphocytes, MSI and BRAF600E  mutation 
as a progostic factor in colorectal cancer

②The role and mechanism of STAT3 in tumor associated macrophage in  tumorgenesis 
microenvironment

中島正夫
Overcoming therapeutic resistance in solid tumor with anti-PD-1scFv secreting chimeric 
antigen receptor T cell therapy

藤本拓也 Cathepsin B can be a biomarker for pancreatic cancer stem-like cells

西山光朗
①Metastatic ability and epithelial-mesenchymal transition in induced cancer stem-
like hepatoma cells.

②Induction of squamous cancer stem-like cells from cell lines of esophageal cancer 

武田 茂
Association of single nucleotide polymorphisms in the diamine oxidase gene with 
gastrointestinal toxicity during chemotherapy in patients with esophageal carcinoma 

近藤潤也
The effect of prolonged fixation on the immunohistochemical evaluation and
fluorescence in situ hybridization results of HER2 expression in advanced gastric cancer

田中宏典
MiR-125b and miR-378a are possible predictive biomarkers for the efficacy of the 
vaccine treatment for colorectal cancer

藤原信行 The role of protein phosphatase 6 in colorectal cancer.(2018 new)

松井洋人
Post-Operative Adjuvant Therapy for Resectable Pancreatic Cancer With Gemcitabine 
and Adoptive Immunotherapy

松隈 聰 Proposal of novel clinical trials in HBP and transplantation surgery. (2018 new)

北原正博
Ability of Fluorine-18 Fluorodeoxyglucose Positron Emission Tomography to Predict 
Outcomes  of Neoadjuvant Chemotherapy Followed by Surgical Treatment for
Esophageal Squamous Cell Carcinoma

前田訓子
Expression of secreted protein acidic and rich in cysteine (SPARC) in triple negative 
breast cancer

恒富亮一
Cancer stem-like sphere cells from HCC cell lines & genome wide analysis for clinical 
application

兼清信介
Efficacy of immunonutrition combined neoadjuvant chemotherapy for Esophageal 
Cancer. (2018 new)

徳光幸生
Development of an Individualizing Predictive System for Outcome of Patient with Hepatocellular 
Carcinoma after Curative Hepatectomy /Novel laparoscopic approaches as the total biopsy 
methods for suspected gallbladder cancer.(2018 new)

友近 忍 TCR Sequencing of Advanced Colorectal Cancer Patients Receiving anti-EGFR
飯田通久 Future prospect for starting a new clinical trial of gastric cancer

徳久善弘 Surgical outcomes for hepatocellular carcinoma. (2018 new)

鈴木伸明
A phase Ⅱstudy of Bi-weekly XELIRI with Bmab for patient with metastatic colorectal 
canser as 2nd-line chemotherapy

山本 滋
Contrast-enhanced ultrasonography in diagnosis of sentinel node metastasis in breast 
cancer patients

17:05-17:15 4. 総括 永野浩昭 教授



研究者発表会議
2018.7.28 - summer
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時間 全体進行係：鈴木伸明先生

7:30~13:57 1. 研究者発表会議 司会：山本 滋先生(前半)、武田 茂先生(後半)

木村祐太

①Evasion from immune surveillance in cancer stem-like cells derived from a 
hepatoma cell line.

②Relationship between “gemcitabine resistance” and “ transition ability of 
cancercell to cancer stem-like cell”  in hepatoma and bile duct cancer derivatives.

山本常則

① Quest for novel immune suppressive factors extrapolating from tumor 
microenvironment beyond Immunoscore and peripheral immune status of colorectal 
cancer.

②Comprehensive analysis for prognostic and immune biomarkers of HCC with 
transcriptome and whole-exome sequencing; based on a phase I/II study of adjuvant 
immunotherapy for HCC with HSP70 mRNA transfected DC.

中島千代 LOX-1as a biomarker of inflammatory poor prognostic biomarker of colorectal cancerr

山田健介

①Search for biomarkers of colon cancer immunochemotherapy by comprehensive 
protein analysis of tumor tissue.

②Search for biomarkers of adoptive immunotherapy and chemotherapy for 
pancreatic cancer.

藤原康弘
① Stemness of Calreticulin positive cells in pancreatic cancer stem-like cells.

②Immunological function of Calreticulin positive cells and the expression of 
molecules related to immune response in pancreatic cancer stem-like cells.

桑原太一
Relationship between tumor infiltrating  lymphocytes, MSI and BRAF600E  mutation as 
a progostic factor in colorectal cancer

中島正夫
Overcoming therapeutic resistance in solid tumor with anti-PD-1scFv secreting 
chimeric antigen receptor T cell therapy

藤本拓也 Cathepsin B can be a biomarker for pancreatic cancer stem-like cells

近藤潤也
The effect of prolonged fixation on the immunohistochemical evaluation and
fluorescence in situ hybridization results of HER2 expression in advanced gastric 
cancer

西山光郎
①Metastatic ability and epithelial-mesenchymal transition in induced cancer stem-
like hepatoma cells.

②Induction of squamous cancer stem-like cells from cell lines of esophageal cancer 

松井洋人
Development of Scoring System to Predict Pancreatic Fistula 
AfterPancreaticoduodenectomy

松隈 聰 Efficacy of Surgery vs. TACE for BCLC-B HCC: a retrospective multicenter  trial.

前田訓子
Expression of secreted protein acidic and rich in cysteine (SPARC) in triple negative 
breast cancer

武田 茂 Perioperative risk factors for acute respiratory distress syndrome afteresophagectomy
Blake Salvador Analysis of PBMCs and TILs in patients treated with peptide vaccination (YCP02 study)
藤原信行 The role of protein phosphatase 6 in colorectal cancer.

恒富亮一
Cancer stem-like sphere cells from HCC cell lines & genome wide analysis for clinical 
application

新藤芳太郎
Simultaneous hepatic artery resection and reconstruction for perihilar 
cholangiocarcinoma

兼清信介
Efficacy of immunonutrition combined neoadjuvant chemotherapy for Esophageal 
Cancer. 

徳光幸生
Development of an Individualizing Predictive System for Outcome of Patient with 
Hepatocellular Carcinoma after Curative Hepatectomy /Novel laparoscopic 
approaches as the total biopsy methods for suspected gallbladder cancer.

友近 忍 TCR Sequencing of Advanced Colorectal Cancer Patients Receiving anti-EGFR

飯田通久
Combining CRP and VFA can be a predictor of perioperative infectious complications 
after gastrectomy for gastric cancer.

吉田 晋 First-line chemotherapy  for unresectable and metastatic colorectal cancer

鈴木伸明
A phase Ⅱstudy of Bi-weekly XELIRI with Bmab for patient with metastatic colorectal 
canser as 2nd-line chemotherapy

山本 滋
Contrast-enhanced ultrasonography in diagnosis of sentinel node metastasis in breast 
cancer patients

13:57-14:07 2. 下部消化管グループ報告 鈴木伸明 先生

14:07-14:22 3. 総括 永野浩昭 教授



学位取得者報告

長島由紀子 平成9年卒

平成30年に学位を取得させていただきました。私が大学院に入学したのは平成14年でし

た。当時与えられたテーマをまとめることができず、学位を取得できないまま年月が経

ちました。

乳癌を専門にし、日々の診療の中で乳癌に対する化学療法は患者のQOLと免疫機能を損

なうことを多く経験し、QOLと免疫機能低下を抑制するアジュバントとして、経口の生

物反応調節剤であるシイタケ菌糸体抽出物(Lentinula edodes mycelia : LEM )に注目し

ました。アンスラサイクリン系化学療法にLEMの経口摂取を併用することで宿主のQOL

と免疫機能を維持するのに役立つことが示唆され、LEMは、アンスラサイクリン系化学

療法の有用な経口アジュバントとして期待されることを示しました。

多大なるご指導、ご鞭撻をいただきました永野浩昭教授、吉野茂文先生、山本滋先生を

はじめ、ご協力いただきました多くの方々に深く感謝いたします。

亀井滝士 平成15年卒
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私の研究は、当科で手術を行った胃癌の患者さんの摘出標本において癌細胞のULBP1発

現と腫瘍浸潤リンパ球のNKG2D発現を免疫組織学的染色にて評価し、臨床病理学的結果

との関連を調査したものです。この二つの関係は免疫チェックポイントとしてどのよう

に機能するかわかっていませんでした。ULBP1は98例中70例と高頻度で発現していまし

たが、NKG2Dの発現は主にT細胞でしたが19例と低い頻度でした。ただ、NKG2D発現症

例は術後再発が有意に少なく、全生存期間(OS)も有意に長いという結果でした。また、

ULBP1発現との組み合わせでも両方を発現している群が他の三群に比べ有意にOSが良好

でした。これにより、ULBP1とNKG2Dは胃癌の予後のバイオマーカーになる可能性や

NKG2D発現をupregulateすることによる術後再発抑制やOSの延長という新たな免疫療

法の可能性もあると考えています。

本テーマを与えていただき実験から論文執筆さらに学位申請に至るまで10年の長期にわ

たり多くの時間を割いていただき御指導・御鞭撻を頂きました吉村清先生、岡正朗前教

授、就任された直後から学位取得まで私個人のために二外科シールドルームで御指導・

御鞭撻を頂きました永野浩昭教授、このテーマが決まり当科から胃癌の論文は久しくな

いから頑張れといつも背中を押してくださっていました吉野茂文先生、大学院在学中に

赴任させていただきました小野田赤十字病院の水田英司先生、佐藤智充先生、学位取得

のために萩を離れることもありご迷惑をおかけしました都志見病院山本達人先生をはじ

めとして大変多くの方々にお世話になりました。この場をもちご協力いただいた方々に

深謝申し上げます。



学位取得者報告

西山光郎 平成19年卒

平成19年卒の西山です。私の研究テーマは恒富 亮一先生のご指導のもと、癌幹細胞

(CSC)の研究を行いました。以前に橋本憲輝先生が肝癌由来細胞株から当科独自の方法で

誘導した癌幹細胞様細胞(CSLC)が抗癌剤抵抗性を持つことを示して論文発表されました

が、私はこのCSLCが著明な肝転移能を持つことを検証いたしました。具体的には超免疫

不全マウスの脾臓に癌細胞を注入し、2か月後の肝転移形成頻度を親株とCSLCで比較す

るという実験を行いました。転移の傾向は当初より印象として明らかでしたが、実際に

有意差を示すにはなかなかの数をこなす必要があり大変でした。苦労のかいあって有意

差が出たときにはほっとしたものです。その他にも誘導法の理論の基となっている上皮

間葉転換に関連するマーカーや遺伝子の発現亢進や最も有名なCSCマーカーであるCD44

のisoform解析から得られたデータから今までほとんど注目されていなかったCD44 

short tail isoformとCSCの関連が示唆され、これらをもとにH30年9月に学位を頂くこと

が出来ました。

この研究にあたりまして、永野教授をはじめご指導ご協力頂きました先生方や研究助手

の皆さまに感謝申し上げます。また何より、何から何までご指導サポートを頂きました

恒富先生のおかげで学位まで到達できました。色んなことが遅々としている私は特に先

生をやきもきさせ、ご迷惑をおかけしたと思います。ご指導頂きまして本当にありがと

うございました。今後ともご指導ならびにご鞭撻の程、何卒よろしくお願い申し上げま

す。

田中宏典 平成20年卒
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私の研究テーマは、大腸癌ペプチドワクチン療法の効果予測バイオマーカーとなる

microRNAの解析でした。入局後に赴任した関連病院において、実際にペプチドワクチン

を投与し、効果のあった（と思われる）患者さんと、そうでない患者さん、いずれも経

験しました。FXV試験の結果、免疫療法の効果には個人差があることが判明し、治療前に

効果が期待できる患者さんを選択すべく、miRNA発現を解析しました。研究は、当時の

患者さんが思い出され、懐古的な日々であると同時に、未来の患者さんに貢献できるよ

う興味を持って取り組むことができました。今後は、大学院で得た知識や経験を臨床に

活かしていきたいと思います。

ご指導いただきました永野浩昭教授をはじめ、実験に関わっていただいた多くの方々に

心より感謝しております。特に、研究の立案から論文作成まで直接ご指導を賜りました

硲彰一教授にはこの場をお借りして深謝申し上げます。本当にありがとうございました。



新入局者あいさつ

西田裕紀 平成28年卒

徐 明 平成15年卒

皆様初めまして。徐 明（ジョ メイ）と申します。中国の大連市出身です。

私は平成15年中国大連医科大学を卒業しました。平成19年、群馬大学医学部へ留学しま

した。日本で博士課程、ポスドク研究員などの経験があり、長い日本での研究経験があり

ます。平成30年9月、学術研究員として山口大学消化器腫瘍外科に入局させていただきま

した。最初は様々な不安がありましたが、永野教授をはじめとした先生方から色々な知識

を丁寧に教えていただきました。今、自分の研究テーマは大腸がん肝転移の進行に関わる

マイクロRNAの同定と制御するメカニズムの解明です。自分は基礎研究に興味があり、大

腸癌の治療のため微力ながら貢献したいと思います。

今後とも皆様にご迷惑をおかけすることもあるかと思いますが、ご指導、ご鞭撻のほど

よろしくお願い申し上げます。

このたび山口大学大学院消化器・腫瘍外科学に入局させていただきました西田裕紀です。

生まれも育ちも北九州市で、山口大学医学部を平成28年に卒業しました。卒後は北九州総

合病院で2年間の初期臨床研修を行いましたが、母校のある山口の医療に貢献すべく舞い

戻って参りました。卒後3年目に山口大学医学部附属病院で本格的な外科修練を開始させ

ていただき、高難度手術を間近に触れられることができ、非常に刺激的な生活を送ってお

ります。まだまだ至らない点が多いですが、高校ではラグビー部、大学では野球部と、学

生時代に培った無尽蔵の体力を活かし、患者様にとって最適かつ最高の医療を提供できる

よう日々精進していく所存です。今後ともご指導、ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたし

ます。
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中上 裕有樹 平成23年卒

この度青山会に入会させて頂きました，統計学・データサイエンスを専門にしております

学術研究員の中上裕有樹と申します．生まれも育ちも京都ですが，小学4年～6年生の時に

は父親のポスドク留学のため米国・ノースキャロライナ大学チャペルヒル校付近に住んで

いました．その後同志社大学文化情報学部を2011年に卒業し，米国・ウェスタンミシガン

大学大学院統計学科で理学修士（統計学）などの学位を取得しました．大学院在籍中に講

座の公募を見つけ応募し，ASCOでシカゴに来られていた硲教授・吉野准教授と実際にお

会いし， 2018年・夏から初めての山口に住むこととなりました．この1年，臨床データの

論文化に向けた統計学・データサイエンス的解析，臨床医の先生方への統計コンサルティ

ングなどを行ってきました．異分野からの人間にも関わらず，永野教授・硲教授をはじめ

医局員の皆様に温かく迎えて頂き本当に感謝しております．自分の研究，皆様の研究につ

いても引き続き色々な角度からデータをみさせて頂ければと思います．今後ともどうぞ宜

しくお願い申し上げます．



教授・診療科長

氏名：永野浩昭（岡山大学医学部 昭和61年卒）

専門：消化器外科、肝胆膵外科、移植外科

寄付講座教授（先端がん治療開発学）

氏名：硲 彰一（山口大学医学部 昭和61年卒）

専門：先端医療開発、免疫療法

准教授（腫瘍センター）

氏名：吉野茂文（山口大学医学部 昭和61年卒）

専門：化学療法、集学的治療

診療准教授・副科長

氏名：山本 滋（山口大学医学部 昭和62年卒）

専門：乳腺・内分泌外科

講師・病棟医長

氏名：武田 茂（山口大学医学部 平成3年卒）

専門：上部消化管外科、食道外科

講師・医局長

氏名：鈴木伸明（愛媛大学医学部 平成7年卒）

専門：下部消化管外科

助教・外来医長

氏名：飯田通久（山口大学医学部 平成11年卒）

専門：上部消化管外科、胃外科

助教

氏名：徳久善弘（山口大学医学部 平成11年卒）

専門：肝胆膵外科

助教

氏名：吉田 晋（山口大学医学部 平成11年卒）

専門：下部消化管外科

助教

氏名：前田訓子（島根大学医学部 平成12年卒）

専門：乳腺・内分泌外科

助教

氏名：友近 忍（山口大学医学部 平成13年卒）

専門：下部消化管外科

助教

氏名：恒富亮一（山口大学農学部 平成16年卒）

専門：癌の分子生物学

助教

氏名：兼清信介（山口大学医学部 平成16年卒）

専門：上部消化管外科、食道外科

寄付講座助教（先端がん治療開発学）

氏名：徳光幸生（宮崎医科大学医学部 平成16年卒）

専門：肝胆膵外科

助教

氏名：新藤芳太郎（山口大学医学部 平成16年卒）

専門：肝胆膵外科

診療助教

氏名：松井洋人（山口大学医学部 平成17年卒）

専門：肝胆膵外科

診療助教

氏名：松隈 聰（山口大学医学部 平成17年卒）

専門：肝胆膵外科

診療助教

氏名：西山光郎（長崎大学医学部 平成19年卒）

専門：上部消化管外科

2018年 在籍教室員名簿
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大学院生

氏名：中島正夫（山口大学医学部 平成22年卒）

専門：肝胆膵外科

大学院生

氏名：藤原康弘（山口大学医学部 平成22年卒）

大学院生

氏名：桑原太一（山口大学医学部 平成22年卒）

大学院生

氏名：近藤潤也（長崎大学医学部 平成13年卒）

大学院生

氏名：中島千代（山口大学医学部 平成22年卒）

大学院生

氏名：山田健介（山口大学医学部 平成22年卒）

大学院生

氏名：木村祐太（鹿児島大学医学部 平成13年卒）

大学院生

氏名：山本常則（山口大学医学部 平成22年卒）

助教（集中治療部）

氏名：兼定 航（山口大学医学部 平成25年卒）

診療助教

氏名：千々松日香里（山口大学医学部 平成25年卒）

学術研究員

氏名：徐 明（中国 大連医科大学 平成15年卒）

学術研究員

氏名：中上裕有樹（米国 ウェスタンミシガン大学 平成25年卒）
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学会専門医、指導医、評議員リスト

日本外科学会

専門医：

永野浩昭、硲 彰一、吉野茂文、山本 滋、武田 茂、鈴木伸明、飯田通久、吉田 晋、徳久善弘、前田訓子、

友近 忍、兼清信介、徳光幸生、新藤芳太郎、松井洋人、北原正博、松隈 聰、西山光郎、中島正夫、藤本拓也、

桑原太一、藤原康弘、山田健介、中島千代、木村祐太、山本常則

指導医：

永野浩昭、硲 彰一、吉野茂文、山本 滋、武田 茂、鈴木伸明、飯田通久、吉田 晋、徳久善弘

代議員：

永野浩昭、山本 滋

日本消化器外科学会

専門医：

永野浩昭、硲 彰一、吉野茂文、武田 茂、鈴木伸明、飯田通久、吉田 晋、徳久善弘、友近 忍、兼清信介、

徳光幸生、新藤芳太郎、北原正博、松隈 聰、西山光郎、中島正夫

指導医：

永野浩昭、硲 彰一、吉野茂文、武田 茂、鈴木伸明、飯田通久、吉田 晋、兼清信介、徳光幸生、新藤芳太郎

評議員：

永野浩昭、硲 彰一、吉野茂文

日本乳癌学会

認定医・専門医：

山本 滋、前田訓子

評議員：

山本 滋

日本食道学会

認定医：

吉野茂文、武田 茂、兼清信介、西山光郎

専門医：

吉野茂文、武田 茂、兼清信介

評議員：

永野浩昭、武田 茂、兼清信介

日本肝胆膵外科学会

評議員：

永野浩昭、徳久善弘、徳光幸生、新藤芳太郎、松井洋人、松隈 聰

高度技能指導医：

永野浩昭
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日本内視鏡外科学会

技術認定医：

吉野茂文、武田 茂

評議員：

永野浩昭、硲 彰一、吉野茂文

日本癌治療学会

臨床試験登録医：

永野浩昭、硲 彰一、吉野茂文

代議員：

永野浩昭

日本癌学会

評議員：

永野浩昭、硲 彰一、恒富亮一

日本大腸肛門病外科学会

専門医・指導医・評議員：

硲 彰一

日本胃癌学会

評議員：

永野浩昭、武田 茂、飯田通久

日本肝臓学会

専門医：

永野浩昭、徳久善弘、徳光幸生

指導医・評議員：

永野浩昭

日本胆道学会

指導医・評議員：

永野浩昭

日本膵臓学会

指導医・評議員：

永野浩昭
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日本消化器病学会

専門医・指導医・評議員：

永野浩昭

日本内分泌外科学会

専門医：

山本 滋

日本腹部救急医学会

評議員：

永野浩昭

日本外科感染症学会

Infection Control Doctor：

武田 茂、松隈 聰

外科周術期感染管理認定医：

松隈 聰

評議員：

武田 茂

日本臨床腫瘍学会

がん薬物療法専門医・指導医：

吉野茂文

日本がん治療認定医機構

認定医：

永野浩昭、吉野茂文、山本 滋、武田 茂、徳久善弘、前田訓子、兼清信介、徳光幸生、松隈 聰、西山光郎、

中島千代
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2018年 年間行事

別府弁天池（美祢市）
秋吉台のカルスト台地に含まれ、ドリーネの池の底から湧水し日差

しの角度によりコバルトブルーや緑色に輝きます。
1985年、別府弁天池湧水として名水百選に選定されました。



月 医局行事・他 学会 研究会・セミナーなど

１ 消化器・腫瘍外科学関連病院長
会議

第88回大腸癌研究会 第18回食道手術ビデオ懇話会
Immuno-Oncology Seminar -Gastric Cancer-
山口県東部地区乳癌研究会
免疫チェックポイント阻害薬副作用対策セミナー
第39回九州肝臓外科研究会学術集会

２ Clinical Research Conference 臨床肝移植セミナー～多職種で進める山口の肝移植～
第17回中国・四国臨床腫瘍研究会セミナー
第35回山口県食道疾患研究会
第13回宇部・小野田圏域緩和ケア事例検討会

３ 消化器・腫瘍外科 病棟送別会 第90回日本胃癌学会総会
第54回日本腹部救急医学会総会

第22回山口県肛門疾患懇談会
第46回中国四国甲状腺外科研究会
第4回九州胆・膵癌治療フォーラム
第6回難治性疾患トランスレーションセミナー第13回
山口県消化管セミナー
松江 肺がんチーム医療ワークショップ

４ 1病棟6階 花見 第118回日本外科学会定期学術集会 G.I. Cancer Expert Meeting in Yamaguchi
第14回宇部・小野田圏域緩和ケア事例検討会

５ 青山会（同門会）
医局対抗野球
医局説明会

第6回がんと代謝研究会
第72回手術手技研究会
第36回日本肝移植研究会
第27回日本癌病態治療研究会
第4回山口膵・胆道疾患研究会
第1回山口消化管内視鏡外科研究会
第39回癌免疫外科研究会
Colorectal Cancer Expert Meeting in Yamaguchi
第17回京都肝臓グループの会学術講演会
第2回山口乳癌研究会

６ キャリアナビゲーション 第30回日本肝胆膵外科学会総会
第54回日本肝臓学会総会
第72回日本食道学会学術集会
第49回日本膵臓学会大会

第40回日本癌局所療法研究会
第35回日本胆膵病態・生理研究会
第54回日本肝癌研究会
第77回山口県臨床外科学会
第14回山口県外科感染症研究会
第47回備後肝胆膵研究会

７ 医局旅行
消化器外科学会現地同門会

第23回日本乳癌学会学術総会
第73回日本消化器外科学会総会
第16回日本臨床腫瘍学会学術集会

第25回外科侵襲とサイトカイン研究会
第89回大腸癌研究会
周南地域 市民がん公開講座
Yamaguchi Workshop for Esophageal Cancer
CRCC-山口 Colorectal Cancer Conference 

８ 第22回日本がん免疫学会総会 第45回日本膵切研究会
第2回シンポジウム人工知能・システム医学による難
治性疾患への新たな挑戦
癌治療における医療統計勉強会
中国・四国広域がんプロ養成コンソーシアム
第36回中国四国臨床臓器移植
萩市医師会学術講演会消化器がんセミナー

９ 第51回日本胆道学会学術集会
第93回中国四国外科学会総会
第6回日本乳房オンコプラスティッ
クサージャリー学会総会
第77回日本癌学会学術総会

第23回中国四国内視鏡外科研究会
第14回山口県消化管セミナー
第8回遺伝子多型研究会
第8回肝胆膵フォーラム in Yamaguchi
看護師といっしょに考える第8回がん市民公開講座気
になるすい臓がんのお話

１０ 第54回日本移植学会総会
第56回日本癌治療学会学術集会
第51回日本甲状腺外科学会学術集会

第18回山口消化器病態研究会
Japan Hepatology Academia
市民公開講座山口県肝移植治療最前線

１１ 第26回日本消化器関連学会週間
第73回日本大腸肛門病学会学術集会
第28回日本乳癌検診学会学術総会
第80回日本臨床外科学会総会
第31回日本外科感染症学会総会集会

第2回山口消化管内視鏡外科研究会
第5回山口膵・胆道疾患研究会
第10回膵臓内視鏡外科研究会
第1回食道癌手術モニタリング研究会
第2回山口肝移植診療検討会
第26回膵癌治療を考える会

１２ 大忘年会 第31回日本内視鏡外科学会総会
第42回日本肝臓学会東部会
第31回日本バイオセラピィ学会総会
第7回日本免疫・細胞治療学会総会

大腸癌治療アニュアルセミナー2018
第8回難治性疾患トランスレーションセミナー
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１月 消化器・腫瘍外科学関連病院長会議

63

永野教授のご挨拶

水田英司先生のご挨拶



2月 臨床肝移植セミナー
～多職種で進める山口の肝移植～

64

東京大学医学部付属病院より臓器移植医療部

野尻さんのご講演

様々な職種の方々にご参加いただきました。

永野教授のご挨拶

今後の山口県の肝移植について議論を行いました。



2月 Clinical Research Conference

65

永野教授の総括徳久先生より肝胆膵班の臨床報告

発表風景

松井先生より臨床研究報告 藤本先生より基礎研究報告



3月 送別会

66

徳久先生、北原先生、藤本先生、田中先生、山下師長、病棟看護師さん達の送別会が開催されました。
新天地でのご活躍とご健勝を祈念いたします。

国澤副師長（左）と山下師長（右）
鈴木先生みたいに大きくなってきます！

北原先生頑張ってください！
肝胆膵班は任せて下さい！！



5月 医局対抗野球

67

毎年恒例医局対抗野球大会☆彡

投打に大活躍の新藤先生(/ω＼)

愛用のファーストミットで御参加いただきました！

一球入魂！！



5月 山口膵・胆道疾患研究会

68

大阪国際がんセンターより、膵がんセンター内科系部門長

井岡達也先生をお招きし、ご講演いただきました。

実臨床での疑問点について質問を投げかける松井先生



5月 医局説明会

医局説明会の全体風景

懇親会も含めて、大盛況のうちに閉会となりました♪♪

食事会は焼肉屋さんできまり‼

目的はこっち？

先輩医師の話に耳を傾ける

外科医の卵達⁉

外科医の魅力を語る

西田先生

女性外科医のキャリアを語る

千々松先生
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5月 青山会

70

永野教授のご挨拶 水田会長のご挨拶

青山会創立30周年記念企画
鼎談「青山会の歴史」

左から永野教授、水田会長、田中前会長、岡前教授



5月 青山会ゴルフ

71

晴天白日の中、恒例の青山会ゴルフコンペが行われました！

見事1位の栄冠を獲得された吉永先生

おめでとうございます！！

堂々の2位は長澤先生！

3位の兼清先生もパシャリ！(´艸｀*)



6月 キャリアナビゲーション

72

兼清先生による優しい縫合授業♪

５、６年生を対象とした、キャリアナビゲーション

通称「キャリナビ」！！

外科の魅力を体感 ♪

木村先生による熱血指導、目が真剣です！！(ﾟДﾟ;)



6月 亜鉛療法研究会

73

京都大学肝胆膵移植外科の海道利実先生よりご講演いただきました。

周術期における亜鉛栄養治療についての知識を深めることができました。



7月 消化器外科学会@金沢

74

現地同門会での集合写真

VR技術を体験中♪ 永野教授の挨拶



んや

7月 医局旅行＠萩

75

山口県萩市にて恒例の医局旅行を開催しました。

日頃の疲れも癒されました!(^^)!

萩の美味しいお食事とお酒に
ダブルピース(*^^)v

夏らしく浴衣での参加も！

医局旅行を盛り上げて下さった山本先生、得能先生、亀井先生、ありがとうございました。

幹事の西山先生
お疲れ様です！

永野先生、山本先生を囲んで海の家でBBQ♪

子供はのせたら、え～んや♪



んや

10月 肝移植市民公開講座

76

集合写真

日本移植学会 江川理事長の特別講演 多くの市民が参加されました。

石川先生（消化器内科） 砂川さん（臓器移植コーディネーター） 徳光先生

松井先生



んや

11月 第５回山口膵・胆道疾患研究会

77

東北大学肝胆膵外科・胃腸外科より、

海野倫明教授をお招きし、

膵癌治療についてご講演いただきました。

海野教授を囲んでの懇親会。インドネシアからの留学生も参加しました。



12月 病棟大忘年会

2018年を締めくくる平成最後の大忘年会です、今年もたくさんの余興があり、大盛況でした！

看護師チームは可愛さ抜群♡

渾身のバブリーダンス♪

ビンゴーーー(*‘∀‘)♪

サ〇シャイン西田！！イェーーーーイ！！

78



江川裕人 先生（東京女子医大） 海野倫明 先生（東北大学）

井岡達也 先生（大阪国際がんセンター） 海道利実 先生（京都大学）

ゲスト写真集
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江川裕人 先生（東京女子医大）

佐治重衡 先生（福島県立医大） 日比泰造 先生（熊本大学）

金澤旭宣 先生（島根県立中央病院）
山崎健太郎 先生（静岡がんセンター）
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吉田和弘 先生（岐阜大学）

大辻英吾 先生（京都府立医大）

猪俣雅史 先生（大分大学）
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編集後記

2018年は明治改元から150年、明治維新胎動の地である山口県にとっては大きな節目の年

であった。時代の流れを大きく変えた幕末から明治。激動の幕末を駆け抜けた志士たち

のパワーを感じ、維新の精神を風化させることなく未来につなげていく、そんな山口の

県づくり推進を追い風に、今年は待望の新入局員や海外からも新たな仲間が加わり、消

化器・腫瘍外科学もさらなる発展を遂げることが出来たのではないだろうか。

さて、山口県は今深刻な「外科医不足」の危機に晒されている。もちろん、「外科医

不足」は山口に限ったことではないのだが、全国屈指の若手「流出県」であるが故に外

科医の高齢化が進行しており、勤務環境の厳しさや医師減少による負のスパイラルなど

が相まって問題は根深く、若手医師にアピールできる魅力の創出や環境整備は急務であ

ると言える。教室では、高い医療水準を維持しつつ、これらの「地域医療」の問題に

様々な角度から取り組んでいます。我々とともに維新の精神を持った若手医師（志

士？）の参加を広く募集致します。

平成31年5月

徳光 幸生

春、桜満開の一の坂川（山口市）
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